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一
九
四
三
年
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
を
め
ぐ
る
政
治
過
程

｜
｜
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
｜
｜

池

田

有
日
子

は
じ
め
に

第
１
章

一
九
四
三
年
秋
の
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
を
め
ぐ
る
状
況

第
１
節

ナ
チ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺

第
２
節

反
対
勢
力
の
動
向
｜
「
ジ
ュ
ダ
イ
ズ
ム
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
会
議
」
と
「
バ
ー
グ
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
」
｜

第
３
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
と
の
交
渉

第
２
章

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
開
催
に
向
け
て

第
１
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
の
呼
び
か
け
と
非
・
反
シ
オ
ニ
ス
ト
へ
の
対
応

第
２
節

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
問
題
の
浮
上

第
３
節

バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議

第
４
節

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
修
正
主
義
派
の
活
動

第
５
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
に
向
け
た
シ
オ
ニ
ス
ト
の
草
稿
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第
３
章

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
開
催
と
そ
の
後

第
１
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議

第
２
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
の
孤
立

お
わ
り
に

は

じ

め

に

本
稿
の
目
的

一
九
四
三
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
ユ
ダ
ヤ
系
団
体１

）が
参
加
し
た
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
に
お
い
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
い

て
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス２

）を
建
設
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
」
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動

が
掲
げ
た
「
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
」
と
い
う
目
標
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
が
お
お
よ
そ
同
意
し
た
と
い
え
る
。
以

降
一
九
四
八
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
政
治
活
動
を
牽
引
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
の
で
あ
る３

）。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
「
当
然
の
成
り
行
き
」
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
に
至
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
・

ユ
ダ
ヤ
社
会
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
建
設
を
目
指
す
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
、

二
重
の
忠
誠
を
疑
わ
れ
る
」

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
助
長
す

る
」

シ
オ
ン
（
実
際
の
土
地
と
し
て
は
パ
レ
ス
チ
ナ
）
へ
の
帰
還
を
強
制
さ
れ
る
」

ア
ラ
ブ
人
が
多
数
を
占
め
る
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る

ユ
ダ
ヤ
人
国
家
の
建
設
は
（
多
数
者
支
配
と
し
て
の
）
民
主
主
義
に
反
す
る
」
な
ど
と
し
て
、
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
「
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
」
的
な
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
で
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
広
範
な
支
持
を
集
め
る
に
至
っ
た
の
か
。
本
稿
で

は
、
そ
の
過
程
を
、
当
時
の
歴
史
状
況
や
諸
団
体
間
の
権
力
関
係
に
着
目
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

問
題
の
所
在

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
開
催
の
約
一
年
半
前
の
一
九
四
二
年
五
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ビ
ル
ト
モ
ア
会
議
（
正
式
名
称
「
特
別
シ
オ

ニ
ス
ト
会
議
」、T

h
e E

x
tra
o
rd
in
a
ry Z

io
n
ist C

o
n
feren

ce

）
が
開
催
さ
れ
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
建
設
」
と
い
う
目
標
を
初・
め・
て・
公・
に・
掲
げ
、
一
大
転
機
を
迎
え
た
。

シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
、
一
八
九
七
年
の
第
一
回
シ
オ
ニ
ス
ト
会
議
で
「
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
た
め
に
、
公
に
承
認
さ
れ
、
法

に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
た
め
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
郷
土
を
、
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
『
バ
ー
ゼ
ル
綱

領
』
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
本
格
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
と
し
て
始
動
し
た
。

し
か
し
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
と
し
て
の
基
盤
は
著
し
く
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
領
土
・
国
家
建
設
の
正
当
性
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
住
民
の
圧
倒
的
多
数
は
ア
ラ
ブ
人
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ

民
族
郷
土
・
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
を
そ
こ
に
建
設
す
る
基
盤
・
正
当
性
は
極
め
て
弱
か
っ
た
。
こ
う
し
た
脆
弱
性
を
克
服
す
る
た
め
、
創
始
者
テ

オ
ド
ー
ル
・
ヘ
ル
ツ
ル
（T

h
eo
d
o
r H

erzl:1860
1904

）
を
初
め
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
大
国
の
支
持
・
支
援
獲
得
を
求
め
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
、
大
国
の
警
戒
心
を
惹
起
し
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
「
主
権
」
を
示
唆
す
る
「
国
家
（sta

te

）」
と
い
う
用
語

の
使
用
を
ず
っ
と
避
け
て
い
た
。

第
二
に
（
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
点
が
重
要
で
あ
る
が
）
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
主
体
・
対
象
と
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
世
界
各
地
に
離
散
し
て

お
り
、
ア
メ
リ
カ
や
西
欧
諸
国
な
ど
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
化
や
、
社
会
的
上
昇
が
可
能
な
と
こ
ろ
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
居
住
国
家
に
強
い
政
治
的

帰
属
意
識
・
忠
誠
を
抱
く
も
の
が
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
原
理
的
に
は
彼
ら
も

一九四三年アメリカ・ユダヤ人会議をめぐる政治過程（池田）

（78-３- ）801 455



「
ユ
ダ
ヤ
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
包
摂
す
る
指
向
性
を
有
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
運
動
へ
の
支
持
（
最
低
で
も
反
対
さ
れ
な
い
こ
と
）
が

な
け
れ
ば
「
一
部
の
」

突
出
し
た
」
運
動
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り
、
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
破
た
ん

し
て
し
ま
う
と
い
う
葛
藤
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
彼
ら
の
警
戒
や
反
対
を
引
き
起
こ
す
「
国

家
」
と
い
う
用
語
を
公
に
掲
げ
る
こ
と
を
従
来
避
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
『
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
』
を
発
表
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ホ
ー
ム
建
設
を
支
援
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
一
九
二
〇
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
パ
レ
ス
チ
ナ
委
任
統
治
が
開
始
さ
れ
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
イ

ギ
リ
ス
の
保
護
の
も
と
ユ
ダ
ヤ
民
族
郷
土
の
建
設
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
住
民
の
圧
倒
的
多
数
は
ア
ラ
ブ
人
で
あ
り
、
当
然
の
よ
う
に
彼
ら
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
に
反
発
し
、

一
九
三
六
年
に
は
「
ア
ラ
ブ
の
大
蜂
起
」
と
呼
ば
れ
る
反
シ
オ
ニ
ズ
ム
闘
争
を
起
こ
し
て
、
そ
れ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
全
土
を
巻
き
込
む
大
規
模

な
暴
力
的
衝
突
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
対
立
に
対
応
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は

ピ
ー
ル
調
査
委
員
会
を
派
遣
す
る
が
、
委
員
会
は
「
対
立
の
調
停
は
不
可
能
」
と
い
う
判
断
の
も
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
分
割
し
ア
ラ
ブ
人
国

家
と
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
は
ア
ラ
ブ
人
側
か
ら
も
シ
オ
ニ
ス
ト
側
か
ら
も
反
発
さ
れ
ま
た
イ
ギ
リ
ス

国
内
で
も
反
対
さ
れ
た
た
め
結
局
却
下
さ
れ
た
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
」
を
提
示
し
た
こ
と
は
以
降
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が

国
家
建
設
に
向
け
た
動
き
を
本
格
化
さ
せ
る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
一
九
三
九
年
に
ア
ラ
ブ
人
側
代
表
と
ユ
ダ
ヤ
人
側
代
表
を
招
待
し
て
ロ
ン
ド
ン
で
円
卓
会
議
を
開
催
す
る
も
の
の
何
ら

の
合
意
に
も
至
ら
ず
、
一
九
三
九
年
五
月
に
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
移
民
を
制
限
、
最
終
的
に
は
事
実
上
停
止
さ
せ
る
「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

白
書
」
を
発
表
し
、

バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
」
を
事
実
上
無
効
化
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉
に
よ
り
目
標
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
運
動

指
導
者
ワ
イ
ズ
マ
ン
（C

h
a
im
 
A
zriel W

eizm
a
n
n
:
1874

４
）

1952

）
を
中
心
と
展
開
さ
れ
て
い
た
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
従
来
の
戦
略
は
事

実
上
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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新
た
な
対
応
、
戦
略
を
構
築
す
る
必
要
を
迫
ら
れ
た
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
指
導
部
は
、
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
（D

a
v
id
 
B
en
-G
u
rio
n
:
1886

1973

初
代
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
）
を
中
心
に
そ
の
活
路
を
「
ア
メ
リ
カ
」
に
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
指
導
者
自
ら
が
幾
度
も
ア
メ
リ
カ
に
渡

る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
従
来
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
に
お
い
て
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
「
二
重
の
忠
誠
を
疑
わ
れ
る
」

反
ユ
ダ

ヤ
主
義
を
助
長
す
る
」
な
ど
と
し
て
、
と
り
わ
け
同
化
の
進
ん
だ
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人５

）か
ら
反
発
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
理
解

し
て
い
た
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
は
、
当
初
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
こ
と
は
避
け
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
団
体
に
対
し
「
ユ
ダ
ヤ

軍
創
設
」

ユ
ダ
ヤ
人
国
家
建
設
」
に
向
け
た
世
論
動
員
を
行
う
よ
う
内
々
で
の
説
得
を
試
み
た
。

当
初
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
で
す
ら
「
ユ
ダ
ヤ
軍
創
設
」
や
「
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
」
な
ど
と
い
っ
た
、
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
顕
著
に
打

ち
出
す
路
線
に
は
抵
抗
を
示
し
て
い
た
が
、
一
九
四
一
年
五
月
二
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
デ
ン
外
相
（A

n
th
o
n
y E

d
en
:
1897

1977

）

が
「
ア
ラ
ブ
の
大
統
一
」
と
い
う
案
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
声
明
を
発
表
し
た
り６

）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人

虐
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
が
ア
メ
リ
カ
に
も
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
な
か
、
よ
う
や
く
一
九
四
二
年
五
月
に
ビ
ル
ト
モ
ア
会
議
開
催
に

至
り
、

ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
建
設
」
と
い
う
目
標
を
正
式
に
掲
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
部
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
か
ら
広
範
に
こ
の
「
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
建
設

へ
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
の
際
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
（A

m
erica

n Jew
ish C

o
m
m
ittee

）
の

動
向
が
重
要
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
と
は
、
一
九
〇
六
年
の
東
欧
・
ロ
シ
ア
で
の
ポ
グ
ロ
ム
を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
地
位
向
上
と
ア
メ
リ
カ
国
外
の
ユ
ダ
ヤ
人
支
援
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、
極
め
て
富
裕
な
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ

ヤ
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
で
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
同
時
に
、
政
府
と
の
つ
な
が

り
も
強
か
っ
た
。
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
部
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
支
持
を
獲
得
で
き
な
け
れ
ば
、

ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
」
へ
の
支

持
が
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
総
意
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（78-３- ）803 457
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し
か
し
な
が
ら
、
先
述
し
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
に
対
す
る
反
発
は
根
強
く
、
ま
し
て
実
際
に
「
ユ
ダ
ヤ
・

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
」
を
掲
げ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
彼
ら
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
困
難
が
存
在
し
た
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
指
導
部
は
、
明
確
に
反
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
を
掲
げ
る
「
ジ
ュ
ダ
イ
ズ
ム
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
会

議
（T

h
e A

m
erica

n C
o
u
n
cil fo

r Ju
d
a
ism

、
以
下
Ａ
Ｃ
Ｊ
）」
や
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
渡
米
し
て
き
た
青
年
を
中
心
と
す
る
シ
オ
ニ
ズ
ム

右
派
の
修
正
主
義
派７

）の
「
バ
ー
グ
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
」
な
ど
へ
も
、
同
時
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
政
治
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
緊
急
委
員
会
（th

e
 
E
m
erg

en
cy

 
C
o
m
m
ittee fo

r Z
io
n
ist A

ffa
irs

）、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
機
構
指
導
部
（Z

io
n
ist O

rg
a
n
iza
tio
n o

f A
m
erica

、
以
下
Ｚ
Ｏ
Ａ
）

の
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
、
Ａ
Ｃ
Ｊ
、
バ
ー
グ
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
へ
の
対
応
や
関
係
に
着
目
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
コ
ン
テ
ク
ス

ト
で
一
九
四
三
年
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
が
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
帰
結
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
証

し
た
い
。
そ
の
際
、
彼
ら
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
も
射
程
に
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。

第
１
章

一
九
四
三
年
秋
の
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
を
め
ぐ
る
状
況

第
１
節

ナ
チ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺

ち
ょ
う
ど
ビ
ル
ト
モ
ア
会
議
が
開
催
さ
れ
た
一
九
四
二
年
五
月
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
が
「
バ
ル
カ
ン
諸
国
で
一
〇
万
人
以

上
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
報
告
を
掲
載
し
た
。
こ
の
時
期
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
大
量

虐
殺
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
具
体
的
な
数
字
を
伴
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る８

）。
さ
ら
に
六
月
二
六
日
の
『
ボ

ス
ト
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
』
は
、
ア
メ
リ
カ
で
最
初
に
ブ
ン
ド９

）の
報
告
を
掲
載
し
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
組
織
的
な
虐
殺
に
よ
り
こ
れ
ま
で

（法政研究78-３- ）458 804

論 説



に
七
〇
万
人
以
上
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
ナ
チ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
虐
殺
が
従
来
的
な
「
ポ
グ
ロ
ム
」
の
域
を
超
え
た
、
組
織
的
計
画

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た10

）。
そ
し
て
、
六
月
二
九
日
に
は
、
世
界
ユ
ダ
ヤ
人
会
議11

）の
代
表
が
ロ
ン
ド
ン
で
記
者
会
見
を
行
い
、

一
〇
〇
万
人
以
上
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
う
し
た
殺
害
が
ナ
チ
の
「

ユ
ダ
ヤ
人
）
絶
滅
計
画
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
こ
と
に
言
及
し
た12

）。
七
月
に
入
る
と
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
は
、

ナ
チ
は
パ
リ
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
を
一
斉
検
挙：

お
そ
ら

く
二
万
人
の
異
邦
人
が
東
へ
送
ら
れ
る13

）」
と
報
じ
、
ま
た
大
規
模
な
絶
滅
を
目
的
と
す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
の
追
放
の
ニ
ュ
ー
ス

も
報
じ
ら
れ
て
い
た14

）。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
八
月
二
八
日
、
世
界
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
代
表
で
あ
る
リ
ー
グ
ナ
ー
（G

erh
a
rd
 
R
ieg
n
er

）
の
報

告
が
ワ
イ
ズ
（S

tep
h
en
 
S
a
m
u
el W

ise:
1874

1949

15
））

に
渡
っ
た
。
そ
れ
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
組
織
的
に
絶

滅
（a

n
n
ih
ila
te

）
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
そ
の
た
め
に
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た16

）。
ワ
イ
ズ
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政

権
の
国
務
次
官
補
に
救
済
を
要
請
し
た
が
、
国
務
次
官
補
は
そ
の
情
報
を
公
表
す
る
前
に
国
務
省
の
確
認
を
待
つ
よ
う
に
主
張
し
、
ワ
イ
ズ

も
こ
の
要
請
に
応
じ
た
。

そ
し
て
、
一
一
月
二
四
日
に
国
務
次
官
補
は
ワ
イ
ズ
を
国
務
省
に
呼
び
だ
し
、
リ
ー
グ
ナ
ー
の
報
告
の
正
し
さ
を
認
め
た
。
ワ
イ
ズ
は
記

者
会
見
を
召
集
し
て
、
つ
い
に
リ
ー
グ
ナ
ー
の
報
告
を
公
表
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る17

）。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ

ダ
ヤ
人
絶
滅
計
画
の
試
み
が
公
式
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
２
節

反
対
勢
力
の
動
向
｜
「
ジ
ュ
ダ
イ
ズ
ム
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
会
議
」
と
「
バ
ー
グ
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
」
｜

ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
報
道
の
本
格
化
を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
へ
の
支
持
が
ア
メ
リ
カ
社
会
全
体
に
お
い
て
拡
大

し
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
く
人
々
も
存
在
し
た
。
そ
う
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
改
革
派
を
中
心
と
す
る
人
々
が
、
明
確
な
反
シ
オ
ニ
ス
ト
団
体
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と
し
て
の
「
ジ
ュ
ダ
イ
ズ
ム
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
会
議
（T

h
e A

m
erica

n C
o
u
n
cil fo

r Ju
d
a
ism

、
以
下
Ａ
Ｃ
Ｊ
）」
を
設
立
し
た
の
で

あ
る
。

も
と
も
と
ド
イ
ツ
系
を
中
心
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
改
革
派
の
間
で
は
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
警
戒
感
が
強
く
、
改
革
派
ラ
ビ
の
団
体
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
・
ラ
ビ
・
中
央
評
議
会
（T

h
e C

en
tra
l C
o
n
feren

ce o
f A

m
erica

n R
a
b
b
is

、
以
下
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
）
が
す
で
に
一
八
九
七
年

の
年
次
大
会
で
「
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
試
み
に
も
反
対
す
る
」

ユ
ダ
ヤ
教
は
政
治
的
な
も
の
で
は
な
く
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
も
な
く
、
精
神
的
な
も
の
」
と
す
る
決
議
を
採
択
し
て
い
た18

）。
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
へ
の
反
対
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
と

き
に
頂
点
を
迎
え
、
当
時
の
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
総
裁
は
「
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
は
ア
メ
リ
カ
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
」
で
あ
る
と
し
て
、

パ
レ

ス
チ
ナ
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
な
る
べ
き
と
す
る
思
想
」
に
対
し
て
繰
り
返
し
反
対
を
表
明
し
て
い
た19

）。

し
か
し
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
を
経
て
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
次
第
に
パ
レ
ス
チ
ナ
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
文
化
的
宗
教
的
中
心
に
な
る
こ
と
に
つ

い
て
は
支
援
す
る
と
い
う
方
向
に
向
か
い
、
さ
ら
に
一
九
三
〇
年
代
に
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
激
化
や
改
革
派
の
指
導
権
を
急
進
的
シ
オ
ニ
ス

ト
指
導
者
と
な
る
シ
ル
バ
ー
（A

b
b
a H

illel S
ilv
er:

1893
1963

20
））

ら
が
掌
握
し
て
い
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
反
シ
オ
ニ
ズ
ム
的
な
立
場

は
和
ら
い
で
い
っ
た
。
一
九
三
五
年
の
年
次
大
会
で
は
、

Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
問
題
に
対
し
て
何
ら
の
公
的
な
立
場
を
採
ら
な
い
」

と
い
う
決
議
が
採
択
さ
れ
、
三
七
年
に
は
一
八
九
七
年
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
に
正
式
・
明
確
に
反
対
し
て
い
た
『
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
綱
領
』
に

代
え
て
、
新
た
に
『
コ
ロ
ン
バ
ス
綱
領
』
を
採
択
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
ユ
ダ
ヤ
教
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
そ
の
肉
体
と
す
る
魂
で
あ
る
」
と
し
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
し
て
は
「
我
々
は
抑
圧
さ
れ
た
難
民
の
天
国
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
文
化
的
精
神
的
生
活
の
中
心
と
し
て
ユ

ダ
ヤ
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
の
建
設
を
支
援
す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
決
議
の
採
択
は
、
わ
ず
か
一
票
差
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
改
革
派
ラ
ビ
の
間
に
お
け
る
根
強
い
反
シ
オ
ニ
ス
ト
感
情
の

存
在
を
示
唆
し
て
い
た
」
と
さ
れ
る21

）。

こ
う
し
た
反
シ
オ
ニ
ス
ト
感
情
・
勢
力
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
活
発
化
し
、
と
り
わ
け
ユ
ダ
ヤ
軍
創
設22

）が
提
示
さ
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れ
る
と
一
層
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
四
二
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
年
次
大
会
に
お
い
て
、
三
三
名
の
シ
オ
ニ
ス
ト
・
ラ
ビ
に
よ
っ
て

ユ
ダ
ヤ
軍
創
設
を
支
持
す
る
決
議
が
提
出
さ
れ
六
四
対
三
八
で
採
択
さ
れ
た
が
、
二
三
六
名
の
ラ
ビ
は
そ
れ
を
見
越
し
て
出
席
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る23

）。

一
九
四
二
年
三
月
一
八
日
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
影
響
力
に
対
抗
し
リ
ベ
ラ
ル
な
ユ
ダ
ヤ
人
世
論
の
形
成
を
目
指
し
た
改
革
派
の
雑
誌

『Jew
ish
 
A
d
v
a
n
ce

』
の
編
集
長
で
あ
る
ウ
ォ
ル
ゼ
イ
（W

o
lsey

 
L
o
u
is:

1877
1953

）
は
、
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
大
会
の
ユ
ダ
ヤ
軍
決
議
の
結
果

に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
他
の
反
シ
オ
ニ
ス
ト
的
な
改
革
派
ラ
ビ
と
会
合
を
開
い
た
。
彼
ら
は
「
改
革
派
ユ
ダ
ヤ
教
の
活
性
化
の
必
要
」

ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
反
対
」
に
合
意
し
、
さ
ら
に
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
市
で
改
革
派
運
動
内
に
お
け
る
状
況
を
議
論
す
る
た

め
に
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
四
月
一
五
日
に
会
議
へ
の
招
待
状
が
発
送
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
ユ
ダ
ヤ
教
と
ユ
ダ
ヤ
人
が
世
界
の

危
機
的
状
況
の
な
か
で
直
面
し
て
い
る
問
題
を
議
論
す
る
た
め
、
非
シ
オ
ニ
ス
ト
改
革
派
ラ
ビ
の
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
」、

ユ
ダ
ヤ
教
の

人
種
的
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
の
強
調
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
も
政
治
的
社
会
的
精
神
的
に
（
ユ
ダ
ヤ
教
と
は
）
逆
の
影
響

と
与
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
た24

）。

六
月
一
日
に
会
議
が
開
催
さ
れ
、
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
前
総
裁
六
名
を
含
む
三
六
名
の
ラ
ビ
が
出
席
し
た
。
そ
こ
で
は
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
反
対
す

る
た
め
に
は
組
織
化
の
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
を
創
設
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
し
か
し
過
激
派
と
穏

健
派
と
の
立
場
や
方
向
性
を
め
ぐ
る
齟
齬
か
ら
声
明
の
発
表
は
遅
れ
、
よ
う
や
く
八
月
の
第
二
週
に
『
非
シ
オ
ニ
ス
ト
・
ラ
ビ
に
よ
る
原
則

に
関
す
る
声
明
』
と
し
て
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

戦
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
権
利
」
を
強
調
し
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
魂
に
と
っ
て
の
パ
レ
ス
チ
ナ

の
重
要
性
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ッ
ク
で
は
な
い
、
経
済
的
文
化
的
精
神
的
努
力
」
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
う
え

で
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
普
遍
性
を
強
調
し
政
治
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
拒
絶
す
る
も
の
だ
っ
た25

）。
一
一
月
二
日
に
、
正
式
な
組
織
創
設
に
向
け
た
計
画

を
検
討
す
る
た
め
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
ウ
ォ
ル
ゼ
イ
の
主
催
す
る
集
会
が
開
催
さ
れ
、
一
二
月
一
一
日
に
ウ
ォ
ル
ゼ
イ
は
「
ユ
ダ
ヤ
人

国
家
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
旗
、
ユ
ダ
ヤ
軍
に
反
対
」
し
、

ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
大
多
数
の
見
解
を
代
表
」
し
、

ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
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け
る
最
も
大
規
模
な
制
度
に
す
る
」
こ
と
を
謳
っ
た
、

ジ
ュ
ダ
イ
ズ
ム
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
会
議
（A

m
erica

n C
o
u
n
cil fo

r Ju
d
a
ism

、

Ａ
Ｃ
Ｊ
）」
の
創
設
を
発
表
し
た26

）。

こ
う
し
て
四
二
年
末
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
指
導
部
は
Ａ
Ｃ
Ｊ
と
い
う
明
確
な
反
対
勢
力
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
ら
は
、
修
正
主
義
派
シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
る
バ
ー
グ
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
対
し
て
も
、
新
た
な
対
応
を

迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

バ
ー
グ
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
と
い
う
問
題
が
全
面
的
に
表
面
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の

時
期
、
そ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
「
ユ
ダ
ヤ
軍
創
設
」
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
救
済
」
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
た27

）。
四
二
年
一
一
月
一
七

日
に
、
彼
ら
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
セ
ン
タ
ー
で
ラ
リ
ー
を
主
催
し
、
三
〇
〇
〇
人
が
集
結
し
た
う
え
に
、
議
員
か
ら
も
支
持
を
表
明
す
る
声

明
が
送
ら
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
の
大
使
や
代
表
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
ラ
リ
ー
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た28

）。

こ
の
よ
う
に
一
九
四
二
年
秋
、
自
ら
の
管
轄
外
に
あ
っ
て
自
ら
の
立
場
に
脅
威
を
与
え
る
諸
勢
力
と
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
部
が
ビ
ル
ト
モ
ア
宣
言
を
土
台
に
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
団
結
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
と

の
関
係
を
い
か
な
る
も
の
に
し
て
い
く
の
か
が
一
層
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

第
３
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
と
の
交
渉

Ａ
Ｊ
Ｃ
の
支
持
の
獲
得
は
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
指
導
部
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
ワ
イ
ズ
マ
ン
、
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
ら
世
界

シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
指
導
部
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
た29

）。
ビ
ル
ト
モ
ア
会
議
直
後
の
五
月
一
二
日
、
緊
急
委
員
会
は
、

Ａ
Ｊ
Ｃ
の
）
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
（M

a
u
rice W

erth
eim

:
1886

1950

）
に
、『
ビ
ル
ト
モ
ア
会
議
の
決
定
は
シ
オ
ニ
ス
ト
の
綱
領
を
構

（法政研究78-３- ）462 808
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成
す
る
』
と
伝
え
る
書
簡
を
送
る
」
と
い
う
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
の
提
案
を
承
認
し
て30

）、
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
の
交
渉
を
本
格
化
さ
せ
た
。
六
月
五
日
に

は
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
と
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
の
間
で
、

委
任
統
治
下
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
権
利
を
守
る
た
め
の
統
一
行
動
」

無
制
限
の
ユ

ダ
ヤ
移
民
と
そ
の
定
住
を
通
じ
た
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
の
実
現
」

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
多
数
を
形
成
し
た
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
住

民
が
人
種
や
宗
教
に
関
係
な
く
平
等
な
権
利
を
享
受
す
る
自
治
的
な
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
建
設
す
る
」

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
建

設
は
他
の
国
家
の
市
民
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
立
場
を
侵
害
し
な
い
」
と
す
る
内
容
の
合
意
が
成
立
し
た31

）。
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
は
、

多
数
を

形
成
し
た
場
合
」
と
い
う
留
保
条
件
や
「
自
治
的
な
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
と
い
っ
た
表
現
に
よ
っ
て
、

ユ
ダ
ヤ
人
国
家
」
を
警
戒
す
る
Ａ

Ｊ
Ｃ
側
に
譲
歩
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
と
の
共
闘
を
達
成
し
、
ア・
メ・
リ・
カ・
・
ユ・
ダ・
ヤ・
人・
の
「
団
結
」
を
は
か
ろ
う
と
し
た
と
い
え
る32

）。

こ
れ
を
受
け
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
委
員
会
で
あ
る
カ
ー
ス
テ
ィ
ン
委
員
会
が
議
論
を
行
い
、
そ
の
結
果
「
パ
レ
ス
チ
ナ
以
外

で
の
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、

あ
く
ま
で
）
共
通
の
宗
教
・
文
化
的
遺
産
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
、
政
治
的

な
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
一
切
否
定
す
る
一
文
を
挿
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
も
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
も
こ
の
措
置
を
拒
否
し
、
結
局

こ
の
時
点
で
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
の
合
意
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た33

）。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
ま
ま
、
四
二
年
夏
に
は
Ａ

Ｊ
Ｃ
内
部
に
お
い
て
反
シ
オ
ニ
ス
ト
勢
力
が
強
く
な
り
、
シ
オ
ニ
ス
ト
と
の
合
意
形
成
に
積
極
的
だ
っ
た
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
は
劣
勢
に
置
か

れ
、
最
終
的
に
一
二
月
五
日
に
カ
ー
ス
テ
ィ
ン
委
員
会
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
と
の
合
意
に
失
敗
し
た
こ
と
を
正
式
に
発
表
し
た
の
で
あ
る34

）。

し
か
し
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
の
合
意
達
成
は
失
敗
し
た
も
の
の
、
情
勢
は
さ
ら
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
主
張
へ
の
支
持
拡
大
を
促
進
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
っ
た
。
ナ
チ
の
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
政
策
の
発
表
を
背
景
に
、
一
二
月
五
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
は
「
上
院
・
下
院
が

パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
請
願
で
一
致
」
と
し
て
「
六
三
名
の
上
院
議
員
と
一
八
一
名
の
下
院
議
員
が
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
殺
害

に
決
然
と
し
て
と
り
か
か
る
こ
と
」
や
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
民
族
郷
土
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
宣
言
と
伝
統
的
な
政
策
を

支
持
す
る
」
と
い
う
共
同
声
明
を
報
じ
た35

）。
こ
う
し
て
広
く
ア
メ
リ
カ
社
会
の
な
か
で
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
問
題
（
難
民
問
題
）
と
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ユ
ダ
ヤ
民
族
郷
土
（
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
）
と
を
リ
ン
ケ
ー
ジ
さ
せ
る
言
説
が
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（78-３- ）809 463
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こ
う
し
た
シ
オ
ニ
ズ
ム
へ
の
支
持
の
拡
大
を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
機
構
の
機
関
誌
で
あ
る
『
ニ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
チ
ナ
』
は
、

そ
の
編
集
記
に
お
い
て
Ａ
Ｃ
Ｊ
を
「
裏
切
り
行
為
」

臆
病
」

利
己
主
義
」
と
し
て
激
し
く
攻
撃
す
る
、
反
・
反
シ
オ
ニ
ス
ト
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
し
た36

）。
反
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
を
明
確
に
掲
げ
る
Ａ
Ｃ
Ｊ
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
目
標
・
政
策
に
向
け
た
ア
メ

リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
団
結
」
の
試
み
を
大
き
く
阻
害
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
さ
ら
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
へ
の
従
来
か
ら
の
批
判

の
一
つ
で
あ
る
「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
は
民
主
主
義
に
反
す
る
」
と
い
う
彼
ら
の
主
張
は37

）、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム

運
動
に
と
っ
て
は
そ
の
正
当
性
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
の
建
設
が
中
東
に
お
け
る
ア

メ
リ
カ
の
権
益
を
損
な
う
こ
と
を
懸
念
す
る
国
務
省
に
と
っ
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
は
民
主
主
義
に
反
す
る
」
と
い
う
彼
ら

の
主
張
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
影
響
力
の
拡
大
を
防
ぎ
、
最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
対
パ
レ
ス
チ
ナ
関
連
の
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
シ
オ

ニ
ズ
ム
運
動
の
影
響
力
を
減
じ
さ
せ
る
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る38

）。
そ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
部
は
Ａ
Ｃ
Ｊ
に
つ
い
て
は
徹

底
的
に
排
除
す
る
方
針
を
採
用
し
て
い
た
と
い
え
る
が
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
攻
撃
は
Ａ
Ｊ
Ｃ
を
初
め
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
に
反
対
も
し
く
は
距

離
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
非
シ
オ
ニ
ス
ト
勢
力
に
対
す
る
「
脅
し
」
と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
戦
略
を
前
提
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
部
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建

設
」
と
い
う
目
標
へ
の
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
全
体
の
支
持
獲
得
に
向
け
た
動
き
を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

第
２
章

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
開
催
に
向
け
て

第
１
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
の
呼
び
か
け
と
非
・
反
シ
オ
ニ
ス
ト
へ
の
対
応

一
九
四
三
年
一
月
六
日
、
ブ
ナ
イ
・
ブ
リ
ス
（B

n
a
i B
rith

:

「
契
約
の
息
子
」
の
意
。
一
八
四
三
年
に
設
立
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
互
助
組
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織
）
総
裁
モ
ン
ス
キ
ー
（H

en
ry
 
M
o
n
sk
y
:
1890

39
）

1947

）
は
、

ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
戦
後
の
講
和
会
議
に
お
い
て
全
ユ
ダ
ヤ
人

を
代
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
戦
後
の
再
建
に
向
け
た
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
統
一
さ
れ
た
計
画
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
三
四
の
ユ
ダ
ヤ
系
全
国
組
織
に
対
し
、
三
週
間
以
内
に
開
催
さ
れ
る
予
定
の
予
備
的
な
集
会
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
た40

）。
こ
う
し
た
試
み
の
主
導
権
自
体
は
シ
オ
ニ
ス
ト
が
掌
握
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
全
体
の
団
結

と
い
う
観
点
か
ら
、
シ
オ
ニ
ス
ト
系
団
体
で
は
な
い
ブ
ナ
イ
・
ブ
リ
ス
に
よ
っ
て
呼
び
か
け
る
と
い
う
体
裁
を
と
っ
た41

）。
実
際
に
一
九
四
三

年
一
月
二
三
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
七
六
名
の
ユ
ダ
ヤ
人
指
導
者
が
集
結
し
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
シ
オ
ニ
ス
ト
だ
っ

た
の
で
あ
る42

）。

こ
の
予
備
的
会
議
は
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
代
表
者
が
参
加
し
な
い
ま
ま
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
（a

ssem
b
ly

）
の
開
催
を
決
定
し
た
。
こ

の
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
は
、
民
主
的
に
選
出
さ
れ
た
五
〇
〇
名
の
代
表
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
五
〇
〇
名
の
う
ち

一
二
五
議
席
は
各
全
国
組
織
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
残
り
の
議
席
は
各
地
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
口
比
に
基
づ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
選
出
さ
れ
る
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
会
議
は
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
抜
き
で
も
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け

る
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
」
に
対
し
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
全
体
が
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
う
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

Ａ
Ｊ
Ｃ
の
側
も
こ
の
こ
と
を
認
識
し
「
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
）
委
員
会
指
導
部
と
の
暫
定
協
定
達
成
の
失
敗
に
失

望
し
、
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
要
求
も
含
む
い
わ
ゆ
る
ビ
ル
ト
モ
ア
綱
領
の
シ
オ
ニ
ス
ト
の
最
大
限
計
画
に
対
す
る
大
衆
の
支
持
を

獲
得
す
る
た
め
に
、
可
能
な
限
り
多
く
の
シ
オ
ニ
ス
ト
的
傾
向
を
持
つ
組
織
を
掌
握
す
る
決
断
を
し
た
」
と
し
て
、
シ
オ
ニ
ス
ト
と
の
交
渉

を
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
大
会
後
の
三
一
日
以
降
に
行
う
、
性
急
に
反
応
す
べ
き
で
は
な
く
ま
ず
は
Ａ
Ｊ
Ｃ
内
部
に
お
け
る
対
応
を
確
定
す
る
こ
と
と
し

た43
）。そ

し
て
一
九
四
三
年
一
月
三
一
日
に
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
第
三
六
回
大
会
で
は
、
反
シ
オ
ニ
ス
ト
の
プ
ロ
ス
カ
ー

（78-３- ）811 465
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（Jo
sep

h
 
M
.P
ro
sk
a
u
er:

1877
1971

）
が
総
裁
に
選
出
さ
れ
、

戦
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
回
復
に
あ
た
っ
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
み
に
期
待
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
最
終
的
な
将
来
像
を
あ
ら
か
じ
め
示
す
定
式
は
な
い
」、

国
連
の
も
と
で
の
国
際
的
信

託
統
治
が
当
面
は
最
善
の
提
案
」
な
ど
と
、
以
前
に
採
用
し
て
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
ー
ム
へ
の
共
感
か
ら
後
退

す
る
決
議
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
採
択
さ
れ
た
声
明
を
土
台
に
し
て
シ
オ
ニ
ス
ト
組
織
と
の
交
渉
を
再
開
す
る
権
限
を
指
導
部
に

付
託
し
た44

）。

以
降
モ
ン
ス
キ
ー
と
Ａ
Ｊ
Ｃ
総
裁
プ
ロ
ス
カ
ー
と
の
間
で
交
渉
が
行
な
わ
れ
た
が
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
や
他
の
政
府
と
の
交
渉

の
権
限
を
も
つ
擬
似
政
府
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
代
表
機
関
の
設
立
に
反
対
し
、
会
議
の
名
称
をA

ssem
b
ly

か
らC

o
n
feren

ce

へ
変
更
す
る
よ

う
要
求
し
た
。
交
渉
は
難
航
し
、
三
月
二
六
日
に
プ
ロ
ス
カ
ー
は
モ
ン
ス
キ
ー
に
対
し
「
Ａ
Ｊ
Ｃ
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
（
ア
メ
リ
カ
国
民
と
は
）

別
個
の
政
治
的
民
族
集
団
と
す
る
よ
う
な
い
か
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
反
対
し
て
い
る
。A

m
erica

n Jew
ish A

ssem
b
ly

と
い
う
名
称

に
は
そ
の
よ
う
な
含
意
が
あ
る
」
と
し
て
、
三
一
日
に
は
Ａ
Ｊ
Ｃ
はA

ssem
b
ly

に
参
加
し
な
い
こ
と
を
発
表
し
た
。
し
か
し
同
時
に
モ
ン

ス
キ
ー
に
対
し
て
交
渉
の
余
地
は
残
し
て
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
書
簡
も
送
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
開

催
の
た
め
の
執
行
委
員
会
は
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
参
加
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
四
月
一
七
日
に
名
称
を“A

m
erica Jew

ish C
o
n
feren

ce”

へ
と

変
更
す
る
こ
と
を
決
定
し
た45

）。

他
方
、
一
九
四
三
年
一
月
五
日
、
Ａ
Ｃ
Ｊ
の
指
導
者
は
、
す
で
に
シ
オ
ニ
ス
ト
勢
力
が
勢
い
を
増
し
て
い
た
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
代
表
者
と
の
間

で
開
か
れ
た
会
合
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
が
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
中
立
で
あ
る
と
い
う
内
規
を
採
択
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
組
織
の
解
体

を
迫
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
代
表
の
ウ
ォ
ル
ゼ
イ
は
解
散
を
拒
否
し
、
一
八
日
に
開
か
れ
た
二
〇
名
の
ラ
ビ
が
集
ま
っ
た
会
合
に
お
い
て
も
、

幾
人
か
の
脱
退
者
を
出
し
た
も
の
の
、
解
散
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
二
月
四
日
に
は
ウ
ォ
ル
ゼ
イ
は
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
総
裁
に
対
し
、

解
散
し
な
い
ま
ま
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
に
は
留
ま
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た46

）。
そ
う
し
た
状
況
へ
の
活
路
を
求
め
て
、
Ａ
Ｃ
Ｊ
は
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
新

総
裁
と
な
っ
た
、
反
シ
オ
ニ
ス
ト
的
傾
向
の
強
い
プ
ロ
ス
カ
ー
と
の
接
触
を
試
み
た47

）。
し
か
し
、
彼
は
非
公
式
に
は
Ａ
Ｃ
Ｊ
へ
の
共
感
を
示
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し
た
も
の
の
、

個
人
的
に
も
組
織
と
し
て
も
援
助
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
主
張
し48

）、
Ａ
Ｃ
Ｊ
は
組
織
と
し
て
お
お
よ
そ
孤
立
状

態
に
陥
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
部
の
反
シ
オ
ニ
ス
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
年
が
明
け
て
い
よ
い
よ
激
し
さ
を
増
し
た
。
一
月
八

日
の
『
ニ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
チ
ナ
』
の
編
集
記
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
が
民
族
で
あ
る
と
い
う
思
想
に
対
し
て
彼
ら
は
反
対
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は
ユ

ダ
ヤ
人
の
ラ
イ
フ
お
い
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
過
ぎ
な
い
。
彼
ら
は
時
間
を
戻
し
ユ
ダ
ヤ
人
を
永
遠
に
諸
国
民
の
間
を
さ
ま
よ
う
漂
流
者
の
ま

ま
に
し
、
シ
オ
ン
の
再
生
と
い
う
希
望
を
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
い
て
達
成
し
た
と
い
う
偉
大
な
発
展
を
覆
そ
う
と
し
て
い
る
。
彼
ら
は
失
敗
す

る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
失
敗
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
す
べ
て
の
事
実
と
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
す
べ
て
の
希
望
と
努
力
に
直
面
し
て
も
、

逃
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
非
難
す
る
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
た49

）。
二
月
五
日
に
も
「
反
シ
オ
ニ
ス
ト
に
対
す
る
論
理
的
批

判
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ50

）、
二
月
一
九
日
の
編
集
記
も
「
反
シ
オ
ニ
ス
ト
は
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
に
民
族
の
精
神
と
魂
が
理
解
で
き
な

い
」
な
ど
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る51

）。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
部
は
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
に
対
し
て
は
か
な
り
の
譲
歩
し
た
う
え
で
の
共
闘
を
、
Ａ
Ｃ
Ｊ
に
つ
い
て

は
徹
底
し
た
攻
撃
に
よ
っ
て
孤
立
さ
せ
る
戦
略
を
採
用
し
て
い
た
。

第
２
節

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
問
題
の
浮
上

こ
う
し
て
ナ
チ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
計
画
公
表
後
の
騒
然
と
し
た
状
況
の
な
か
、

ユ
ダ
ヤ
難
民
の
救
済
」
と
「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ユ
ダ

ヤ
人
国
家
の
建
設
」
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
ア
メ
リ
カ
社
会
全
体
に
お
い
て
自
明
性
を
帯
び
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ

ブ
人
の
問
題
も
従
来
と
は
異
な
る
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
三
年
一
月
に
『
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
誌
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
意
見

を
掲
載
し
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
門
戸
を
開
く
よ
う
求
め
る
一
方
、

実
際
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
大
規
模
な
移
民
が
ユ
ダ
ヤ

（78-３- ）813 467
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人
問
題
を
解
決
す
る
だ
ろ
う
」
と
論
じ
、

パ
レ
ス
チ
ナ
は
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
安
全
も
保
障
す
る
。
つ
ま
り
『
ア
メ
リ
カ
が
難
民
を

引
き
受
け
救
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
刺
激
す
る
よ
う
な
圧
力
を
減
じ
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
シ
オ
ニ
ス
ト
の
発
展
は
土
着
の
ア
ラ
ブ
人
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
と
従
来
の
シ
オ
ニ
ス
ト
の
公
式
見

解
を
表
明
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
ア
ラ
ブ
人
よ
り
パ
レ
ス
チ
ナ
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
前
提
で
、
一
定
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
の
立
ち

退
き
を
擁
護
し
た52

）。

同
時
に
緊
急
委
員
会
は
、
ア
ラ
ブ
人
と
の
共
存
を
は
か
る
二
民
族
国
家
案
が
国
務
省
や
リ
ベ
ラ
ル
の
支
持
を
得
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ

が
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
ハ
ダ
サ
ー
（H

a
d
a
ssa

h
:

女
性
シ
オ
ニ
ス
ト
団
体
。
従
来
は
ア
ラ
ブ
人
と

の
共
存
を
唱
え
る
傾
向
を
有
し
て
い
た
）
と
共
同
で
ア
ラ
ブ
｜
ユ
ダ
ヤ
関
係
に
つ
い
て
の
委
員
会
を
設
立
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
優
先
事

項
を
ユ・
ダ・
ヤ・
・・
コ・
モ・
ン・
ウ・
ェ・
ル・
ス・
内・
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
｜
ユ
ダ
ヤ
関
係
と
し
、
そ
の
う
え
で
二
民
族
国
家
案
も
検
討
す
る
と
し
て
い
た
が
、

実
際
に
は
緊
急
委
員
会
指
導
部
は
二
民
族
国
家
案
を
抑
制
す
る
た
め
に
自
由
な
討
論
と
調
査
を
制
限
し
て
い
た53

）。
一
月
二
五
日
の
ハ
ダ
サ
ー

全
国
評
議
会
で
は
、

ま
ず
は
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
枠
内
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
｜
ユ
ダ
ヤ
関
係
に
専
心
す
る
」
と
し
て
、
二
民
族
国

家
案
を
公
的
に
排
し
、
さ
ら
に
ハ
ダ
サ
ー
の
ア
ラ
ブ
｜
ユ
ダ
ヤ
関
係
委
員
会
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
の
ア
ラ
ブ
諸
国
へ
の
再
定
住
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た54

）。
従
来
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
内
で
も
と
り
わ
け
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
と
の
共
存
を
主
張
し
、
二

民
族
国
家
案
を
支
持
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
ハ
ダ
サ
ー
が
こ
う
し
た
方
針
を
採
用
し
た
の
は
、
ナ
チ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
政
策
へ
の
戦
慄

の
な
か
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
救
済
を
優
先
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
判
断
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ダ
サ
ー
の
立
場
は
、

ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
と
い
う
ア
リ
ー
ナ
で
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
と
の
共
存
を
前
提
と
し
た
議
論
が
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
上
る
余
地

が
ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
と
同
時
に
、

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
以
外
へ
の
再
定
住
は
や
む
な
し
」

と
す
る
当
時
の
大
勢
の
状
況
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
三
月
五
日
の
『
ニ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
チ
ナ
』
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
論
理
的
な
解
決
と
し
て
、

世
界
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
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に
対
す
る
自
然
な
結
び
つ
き
を
承
認
し
、
そ
こ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
創
設
を
支
援
す
る
」

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ラ
ブ
人
は
そ
こ
に
お
け

る
民
主
主
義
の
も
と
で
自
由
で
平
等
な
市
民
と
し
て
留
ま
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
彼
ら
の
同
意
の
も
と
近
隣
ア
ラ
ブ
諸
国
へ
移
送
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
、
明
確
な
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
の
要
求
と
と
も
に
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
の
移
送
に
つ
い
て
明
言
し
た
。
そ
し
て
「
ア
ラ
ブ

人
が
移
民
を
拒
絶
し
た
場
合
に
は
、
戦
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
移
民
に
よ
り
ユ
ダ
ヤ
人
が
多
数
を
形
成
し
、
国
民
投
票
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て

（
ユ
ダ
ヤ
人
）
独
自
の
主
権
が
確
立
し
う
る
ま
で
、

パ
レ
ス
チ
ナ
を
）
世
界
連
邦
の
監
督
下
に
置
く
」
と
、
あ
く
ま
で
主
権
を
保
有
し
た
ユ

ダ
ヤ
人
国
家
を
建
設
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
の
方
針
を
提
示
し
て
い
た
の
で
あ
る55

）。

こ
う
し
た
圧
倒
的
な
趨
勢
に
最
後
の
抵
抗
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
従
来
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
と
の
共
存
を
主
張
し
て
い
た
数
少

な
い
シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
る
、
ロ
ー
ゼ
ン
ブ
ラ
ッ
ド
（B
ern

a
rd
 
R
o
sen

b
la
tt

）
と
い
う
人
物
は
『
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
は
何
か
』
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
論
説
を
『
ニ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
チ
ナ
』
に
発
表
し
た
。
そ
れ
は
、

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
は
ア
ン

グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
影
響
の
も
と
真
に
社
会
的
に
重
要
な
意
味
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
は
国
家
に
お
け
る
主・
権・
の
非
生
産
的
な
諸
権
利
を
強
調

す
る
代
わ
り
に
、
共・
通・
の・
富・
を
、
す
べ
て
の
人
々
に
共
通
の
富
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
移

民
の
管
理
権
を
保
持
す
る
と
い
う
前
提
で
「
そ
の
土
地
の
す
べ
て
の
住
民
に
対
す
る
保
護
、
す
べ
て
の
人
々
の
政
治
的
市
民
的
権
利
の
保

障
」
を
提
唱
し
、

端
的
に
い
え
ば
、
コ・
モ・
ン・
ウ・
ェ・
ル・
ス・
と
い
う
用
語
は
、
政
治
的
な
民
主
主
義
と
す
べ
て
の
人
々
の
社
会
福
祉
に
関
す
る

相
補
的
な
関
心
と
を
必
然
的
に
暗
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
シ
オ
ニ
ス
ト
の
用
語
法
に
お
い
て
と
り
わ
け
あ
て
は
ま
る
、
な
ぜ
な
ら
歴
史

的
に
み
て
そ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
者
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
理
想
と
適
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
政
治
的
に
は
、
ユ
ダ

ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
枠
内
に
お
い
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ラ
ブ
人
に
宗
教
的
諸
権
利
と
同
様
に
社
会
的
諸
権
利
が
十
分
に
守
ら
れ
る
こ

と
を
保
証
す
る
こ
と
が
疑
い
も
な
く
重
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
た56

）。

ほ
と
ん
ど
の
シ
オ
ニ
ス
ト
が
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
を
単
に
「
国
家
」
と
い
う
用
語
を
曖
昧
化
す
る
た
め
だ
け
に
使
用
し
て
い
た
の
に
対

し
、
ロ
ー
ゼ
ン
ブ
ラ
ッ
ト
は
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
を
す
べ
て
の
住
民
に
富
を
保
障
す
る
た
め
の
政
治
体
制
と
し
て
再
解
釈
し
、
位
置
づ
け
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直
そ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
移
民
の
管
理
権
を
ユ
ダ
ヤ
人
が
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
で
ユ
ダ
ヤ
難
民

を
救
済
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
う
え
で
、
主
権
を
相
対
化
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
の
政
治
的
権
利
を
保
障
し
、
主
権
を
有
す
ユ
ダ

ヤ
人
国
家
を
目
指
し
た
場
合
に
お
け
る
「
論
理
的
」

合
理
的
」
な
解
決
と
し
て
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
以
外
の
地
へ

の
「
再
定
住
」

移
送
」
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
事
態
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
試
み
が
も
は
や
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

第
３
節

バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議

四
三
年
三
月
に
入
る
と
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
が
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
五
つ
の
町
で
ユ
ダ
ヤ
人
が
殺
害
さ
れ
る
」

ブ
ル
ガ
リ
ア

が
ユ
ダ
ヤ
人
を
追
放
」

ナ
チ
ス
に
送
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
消
息
不
明
」
な
ど
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
さ
ら
な

る
窮
状
を
報
じ
て
い
た57

）。

こ
う
し
た
情
勢
に
対
し
、
三
月
三
一
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
が
結
成
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の

共
同
緊
急
委
員
会
（Jo

in
t E

m
erg

en
cy C

o
m
m
ittee fo

r E
u
ro
p
ea
n Jew

ish A
ffa
irs

）」
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ラ
リ
ー
を
行
い
、

国
務

省
に
中
立
国
を
通
じ
て
ド
イ
ツ
に
圧
力
を
か
け
さ
せ
る
」

ア
メ
リ
カ
の
移
民
割
り
当
て
の
改
定
」

連
合
国
は
国
家
間
特
別
機
関
を
設
置
し

財
政
支
援
を
行
う
」
な
ど
の
要
求
を
行
い
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
救
済
に
向
け
て
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
結
集
し
て
本
格
的
に
政
府
に
対
し
圧
力

を
か
け
る
試
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た58

）。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
、
一
九
四
三
年
四
月
一
九
日
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
で
ア
メ
リ
カ
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
戦
時
難
民
の
問

題
を
議
論
す
る
た
め
の
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
直
前
の
四
月
一
四
日
、
先
の
共
同
緊
急
委
員
会
は
救
済
計
画
を
提
出
し
て
い
た
。
そ

れ
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
絶
滅
か
ら
救
う
た
め
に
中
立
国
を
通
じ
て
枢
軸
国
支
配
下
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
脱
出
許
可
の
た
め
の
交
渉
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を
行
う
」

連
合
国
が
一
時
的
恒
久
的
な
避
難
場
所
を
創
設
す
る
」
こ
と
を
要
求
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
救
済
に
つ
い
て
の
連
合

国
側
の
対
応
の
遅
さ
、
不
十
分
さ
を
批
判
し
、
連
合
国
側
の
救
済
に
向
け
た
早
急
な
行
動
を
繰
り
返
し
強
く
要
請
し
て
い
た
。
し
か
し
同
時

に
会
議
自
体
が
米
国
務
省
と
英
外
務
省
に
よ
っ
て
主
と
し
て
調
査
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
代
表
が
諮
問

も
さ
れ
ず
招
待
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
不
可
能
な
バ
ミ
ュ
ー
ダ
と
い
う
孤
立
し
た
場
所
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
へ
の
疑
惑
な
ど
を
述
べ
て
お
り
、
英
米
政
府
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
済
す
る
意
思
は
実
際
に
は
な
い
こ
と
を
ユ
ダ
ヤ
人
側
が
認
識
し
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
た59

）。
そ
し
て
、
こ
の
認
識
は
お
お
よ
そ
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

国
務
省
は
ア
メ
リ
カ
政
府
が
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
支
持
す
る
こ
と
に
関
し
て
一
貫
し
て
反
対
し
て
い
た
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
支
持
す
る
ア
メ
リ
カ

世
論
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
は
幾
度
も
ア
メ
リ
カ
国
務
省
に
対
し
親
シ
オ
ニ
ス
ト
的
な
政
策
を
と
ら
な
い
よ
う
訴
え
て
い
た60

）。

一
九
四
三
年
五
月
七
日
に
国
務
長
官
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
に
中
東
駐
在
の
大
佐
に
よ
る
報
告
を
提
出
し
た
が61

）、
そ
の
報
告
は
「
連
合
国

は
、
戦
争
の
終
結
ま
で
パ
レ
ス
チ
ナ
の
基
本
的
状
況
を
変
更
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、
い
か
な
る
決
定
も
し
な
い
こ
と
を
表
明
す
る
。
こ
の
問

題
が
検
討
さ
れ
る
場
合
に
は
ア
ラ
ブ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
と
十
分
に
協
議
し
、
彼
ら
の
合
意
を
得
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
の
宣
言
を
発
表

す
べ
き
と
進
言
し
て
い
た62

）。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
こ
の
進
言
に
従
い
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
イ
ブ
ン
・
サ
ウ
ド
（Ib

n S
a
u
d
:

初
代
国
王
）
に

対
し
、

ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
人
と
十
分
に
協
議
し
な
い
限
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
基
本
的
状
況
を
変
え
る
よ
う
な
い
か
な
る
決
定
も
し
な
い
」

と
の
言
質
を
与
え
て
い
た
。
結
局
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
も
含
め
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
関
係
悪
化
と
い
う
危
険
を
お
か
し
て
ま
で
、

ユ
ダ
ヤ
人
、
シ
オ
ニ
ス
ト
を
支
援
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
石
油
の
利
権
問
題
や
イ
ラ
ン
や
ト
ル

コ
を
除
い
て
、
中
東
の
問
題
に
高
い
優
先
順
位
を
あ
た
え
て
お
ら
ず
、
ヤ
ル
タ
会
談
で
ト
ル
コ
と
イ
ラ
ン
の
将
来
が
議
論
さ
れ
る
ま
で
中
東

に
関
す
る
決
定
は
大
統
領
の
レ
ベ
ル
ま
で
達
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る63

）。

そ
し
て
現
実
に
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
は
移
民
制
限
を
解
除
す
る
こ
と
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
は
戦
時
中
に
ア
ラ
ブ
人

が
反
乱
を
起
こ
す
こ
と
を
恐
れ
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
移
民
を
制
限
す
る
「
一
九
三
九
年
白
書
」
を
厳
守
す
る
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
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た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
の
代
表
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
救
済
の
効
果
的
な
方
法
は
、
早
急
な
連
合
国
の
勝
利
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
、

ユ
ダ
ヤ
人
救
済
の
試
み
が
戦
争
努
力
を
阻
害
す
る
と
し
た
認
識
す
ら
示
唆
し
た64

）。

バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議
後
の
声
明
は
、

具
体
的
な
勧
告
の
内
容
は
軍
事
上
の
観
点
か
ら
機
密
で
あ
る
」
と
の
前
提
で
、
難
民
問
題
に
関
す
る

議
論
の
流
れ
の
な
か
で
食
料
や
生
活
用
品
の
輸
送
な
ど
が
中
心
に
検
討
し
た
こ
と
を
述
べ
た
の
み
で
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
救
済
」
と
い
う
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
何
ら
の
具
体
策
も
打
ち
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た65

）。
端
的
に
い
え
ば
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
が
評
し
て
い
る
よ
う

に
、

ナ
チ
に
よ
る
死
の
罠
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
五
〇
〇
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
は
残
酷
な
徒
労
だ
っ
た
」
の
で
あ
る66

）。

こ
う
し
た
な
か
、
五
月
二
日
の
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
た
め
の
全
国
会
議
（T

h
e N

a
tio
n
a
l C
o
n
feren

ce fo
r P

a
lestin

e

）」
で
の
演
説
で
、

シ
ル
バ
ー
は
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議
と
連
合
国
政
府
を
批
判
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

連
合
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
同
胞
を
絶
滅
か
ら
救
い
出
そ
う
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
努
力
に
協
力
的
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
同
情
を
表

明
す
る
も
の
の
、
我
々
に
対
し
我
慢
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
最
終
的
に
勝
利
し
た
時
、
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
死
ん
で

い
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
も
、
我
々
の
友
人
が
救
済
や
救
助
と
い
っ
た
何
ら
か
の
早
急
で
特
別
な
行
動
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議
は
表
面
的
に
は
大
衆
の
人
道
的
な
要
求
に
応
え
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
悲
劇

に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
何
か
を
行
う
意
思
は
決・
し・
て・
な
か
っ
た67

）。

こ
の
よ
う
に
シ
ル
バ
ー
は
、
連
合
国
に
は
何
も
期
待
で
き
な
い
と
の
見
解
を
表
明
し
、

ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
ー
ム
を
も
た
な
い
こ

と
が
迫
害
や
殺
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
シ
オ
ニ
ス
ト
の
信
念
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
上
で
、
す
べ
て
の
ア

メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
に
「
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
と
い
う
地
位
と
い
う
大
義
に
忠
実
で
あ
り
続
け
る
よ
う
」
力
説
し
た68

）。

バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議
に
お
け
る
連
合
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
救
済
に
対
す
る
無
策
は
、
結
果
的
に
「
ユ
ダ
ヤ
難
民
救
済
の
た
め
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
・

（法政研究78-３- ）472 818
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ユ
ダ
ヤ
人
国
家
建
設
し
か
な
い
」
と
す
る
シ
ル
バ
ー
ら
シ
オ
ニ
ス
ト
の
主
張
の
説
得
力
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

第
４
節

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
修
正
主
義
派
の
活
動

バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議
後
、
バ
ー
グ
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
は
「
バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議
が
な
す
べ
き
は
ず
で
あ
っ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
救

済
た
め
の
可
能
な
方
策
を
検
討
す
る
」
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
政
府
高
官
や
議
員
、
大
統
領
夫
人
の
エ

リ
ノ
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（A

n
n
a E

lea
n
o
r R

o
o
sev

elt:
1884

1962

）
に
接
触
し
会
議
へ
の
参
加
や
協
力
を
求
め
た
。
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ

ヤ
人
指
導
者
の
介
入
な
ど
も
あ
っ
て
、
大
統
領
は
曖
昧
な
返
答
を
返
す
の
み
で
、
国
務
次
官
補
ら
有
力
者
は
参
加
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
、

財
務
次
官
の
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
（H

en
ry
 
M
o
g
en
th
a
u
:
1891

1967

）
や
一
九
四
〇
年
に
共
和
党
大
統
領
候
補
と
な
っ
て
い
た
ウ
ィ
ル
キ
ー

（W
en
d
el W

illk
ie:

1892
1944

年
）
ら
は
明
確
な
支
持
を
表
明
し
、
エ
リ
ノ
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
会
議
に
参
加
は
し
な
か
っ
た
も
の
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
送
っ
た
。
会
議
に
は
一
五
〇
〇
人
も
の
人
々
が
参
加
し
、
救
済
活
動
に
向
け
た
詳
細
な
勧
告
を
行
い
、
政
府
に
対
し
ユ
ダ
ヤ

人
救
済
の
た
め
の
特
別
な
機
関
の
設
置
を
要
請
し
た
。
そ
し
て
会
議
は
新
た
な
組
織
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
民
族
救
済
の
た
め
の
緊
急
委

員
会
（E

m
erg

en
cy C

o
m
m
ittee fo

r S
a
v
e th

e Jew
ish P

eo
p
le o

f E
u
ro
p
e

）」
へ
そ
の
ま
ま
移
行
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
救
済
に
向
け
た
ロ

ビ
ー
活
動
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
を
行
っ
た69

）。

四
三
年
二
月
に
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
開
催
に
向
け
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
会
合
が
行
な
わ
れ
た
際
に
、
こ
れ
ら
戦
闘
的
な
修
正
主
義
派

グ
ル
ー
プ
は
招
待
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ワ
イ
ズ
を
初
め
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
者
は
従
来
と
同
様
、
彼
等
を
排
除
す
る
方
針
を
採

用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
シ
ル
バ
ー
は
修
正
主
義
派
と
の
親
和
性
が
高
く
非
公
式
に
は
関
係
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
メ
ド
フ
に

よ
れ
ば
「
修
正
主
義
派
の
活
動
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ユ
ダ
ヤ
人
や
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
戦
闘
的
な
雰
囲
気
は
、
ア
メ
リ

カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
内
で
ワ
イ
ズ
ら
穏
健
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
不
満
を
高
め
、
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
を
明
確
に
要
求
す
る
シ
ル
バ
ー
の
よ
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り
戦
闘
的
な
ス
タ
イ
ル
に
対
す
る
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
支
持
を
広
げ
さ
せ70

）」
て
い
た
。

第
５
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
に
向
け
た
シ
オ
ニ
ス
ト
の
草
稿

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
開
催
に
先
立
ち
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
は
シ
オ
ニ
ス
ト
に
対
し
、
会
議
で
の
混
乱
を
避
け
る

た
め
に
、
予
め
共
通
の
政
治
的
立
場
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
説
得
を
試
み
た
。
そ
の
際
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
受
け
入
れ
難
い
ビ

ル
ト
モ
ア
宣
言
に
は
触
れ
ず
、
一
九
三
九
年
白
書
へ
の
反
対
を
表
明
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
方
針
だ
っ
た71

）。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
緊
急
委
員
会
の
立
場
は
錯
綜
し
た
。
ビ
ル
ト
モ
ア
宣
言
を
断
固
と
し
て
提
示
す
べ
き
と
主
張
す
る
人
々
も
い
れ
ば
、

相
当
数
の
反
対
意
見
が
あ
っ
た
う
え
で
の
決
議
採
択
は
無
意
味
な
勝
利
だ
と
考
え
る
人
々
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る72

）。
こ
う
し
た
状
況
を

反
映
し
て
、
五
月
に
な
さ
れ
た
会
議
開
催
の
公
式
の
呼
び
か
け
で
設
定
さ
れ
て
い
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
一
つ
目
は
「
戦
後
世
界
に
お
け
る
ユ

ダ
ヤ
人
の
権
利
と
立
場
」、
二
つ
目
が
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
諸
権
利
の
履
行
」
と
な
っ
て
お
り
、
曖
昧
な
表
現
に
留

ま
っ
て
い
た73

）。

と
こ
ろ
で
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
会
議
に
お
い
て
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
は
水
面
下
で
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
中
東
に
滞
在
し
て
い
た
政
府
関
係
者
が
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
極
端
な
主
張
が
ア
メ
リ
カ
と
ア
ラ
ブ
と
の
関
係
を
損
な
っ
て

い
る
た
め
大
統
領
は
断
固
と
し
て
シ
オ
ニ
ス
ト
に
反
対
す
る
立
場
を
採
る
べ
き
」
と
の
進
言
や
「
ユ
ダ
ヤ
人
過
激
主
義
者
が
抑
制
さ
れ
な
い

限
り
ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
人
の
対
決
は
不
可
避
で
あ
る
」
と
の
報
告
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
統
領
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
、
ユ
ダ
ヤ
人
の

主
張
や
要
求
を
抑
制
す
る
必
要
か
ら
「
戦
争
終
結
ま
で
パ
レ
ス
チ
ナ
の
基
本
的
条
件
を
変
更
す
る
決
定
は
行
わ
な
い
」
と
す
る
見
解
を
発
表

す
る
こ
と
を
検
討
し
、
実
際
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
打
診
し
、
両
者
は
七
月
二
六
日
に
両
政
府
同
時
に
そ
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
す
る
こ
と
に

合
意
し
た
。
こ
の
宣
言
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
七
月
初
頭
に
シ
オ
ニ
ス
ト
側
に
漏
れ
、
彼
ら
は
政
府
関
係
者
に
確
認
を
求
め
た
が
疑
惑
が
高

（法政研究78-３- ）474 820
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ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
ワ
シ
ン
ト
ン
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
で
ユ
ダ
ヤ
担
当
と
し
て
公
務
を
行
っ
て
い
た
ア
イ
ザ
イ
ヤ
・

バ
ー
リ
ン
（Isa

ia
h
 
B
erlin

;
1909

74
）

1997

）
に
も
問
い
合
わ
せ
、
彼
が
「
大
統
領
を
煩
わ
せ
る
だ
け
な
の
で
抗
議
は
す
べ
き
で
な
い
」
と

答
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
は
宣
言
の
発
表
が
間
近
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た75

）。

ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
者
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ
・
ラ
イ
タ
ー
と
接
触
し
た
が
、
彼
は
シ
オ
ニ
ス
ト
の
要
求
を
や

わ
ら
げ
る
こ
と
、
修
正
主
義
派
の
広
告
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
、
国
務
省
と
大
統
領
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ

カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
を
中
止
す
る
こ
と
な
ど
を
要
求
し
た
。

八
月
一
二
日
に
緊
急
委
員
会
の
事
務
局
委
員
会
に
お
い
て
、
ワ
イ
ズ
ら
が
（
国
務
省
に
よ
る
）
会
議
の
中
止
の
要
請
に
つ
い
て
問
題
を
提

起
し
た
が
、
圧
倒
的
多
数
が
（
会
議
中
止
を
）
拒
絶
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
政
府
関
係
者
や
メ
デ
ィ
ア
に
そ
う
し
た
声
明
へ
の
反
対
を
訴
え
か

け
続
け
た
。
結
果
的
に
声
明
は
発
表
さ
れ
ず
、
シ
ャ
ピ
ロ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
一
件
は
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
部
が
危
機
に
対
処
し

う
る
だ
け
の
有
効
な
機
構
を
も
た
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
せ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
結
果
的
に
発
表
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
は
、
政
府
と
メ
デ
ィ

ア
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
、
非
ユ
ダ
ヤ
人
双
方
の
善
意
に
訴
え
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
の
政
策
の
方
向
性
に
影
響
を
与
え
う
る
こ
と
、
シ
ル
バ
ー

の
主
張
す
る
よ
う
な
行・
動・
主・
義・
的・
立
場
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
し
、
政
府
と
の
対
決
を
従
来
ほ
ど
恐
れ
な
く
な
っ
た76

）」。

八
月
に
入
る
と
、
シ
ル
バ
ー
を
緊
急
委
員
会
の
活
動
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
指
導
権
を
与
え
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
活

性
化
を
図
る
動
き
が
加
速
化
し
、
八
月
九
日
に
シ
ル
バ
ー
は
ワ
イ
ズ
と
共
に
緊
急
委
員
会
の
共
同
議
長
に
指
名
さ
れ
た
。
一
九
四
三
年
八
月

二
六
日
、
緊
急
委
員
会
は
緊
急
委
員
会
か
ら
「
シ
オ
ニ
ス
ト
緊
急
会
議
（T

h
e Z

io
n
ist E

m
erg

en
cy
 
C
o
u
n
cil

）」
と
名
称
を
変
更
し
て

組
織
改
編
を
行
い
、
実
際
に
シ
ル
バ
ー
が
よ
り
一
層
指
導
力
を
発
揮
し
う
る
体
制
を
構
築
し
た77

）。

そ
し
て
八
月
二
八
日
、
シ
ル
バ
ー
の
影
響
の
も
と
、
緊
急
会
議
は
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
に
お
い
て
シ
オ
ニ
ス
ト
と
し
て
提
案
す
る

以
下
の
草
稿
を
承
認
し
た78

）。
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我
々
は
、
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
と
パ
レ
ス
チ
ナ
委
任
統
治
の
実
現
を
要
求
す
る
。
そ
れ
ら
の
明
白
か
つ
根
本
的
な
目
的
は
、
ユ
ダ
ヤ
・

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
を
再
建
す
る
こ
と
の
は
ず
で
あ
っ
た
。
会
議
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
門
戸
が
ユ
ダ
ヤ
移
民
に
開
か
れ

る
こ
と
、
ユ
ダ
ヤ
機
関
に
移
民
の
統
制
と
管
理
に
つ
い
て
の
完
全
な
権
限
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
れ
ら
の
手
段
は
、
ユ

ダ
ヤ
人
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
確
立
し
、
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
再
建
す
る
た
め
に
本
質
的
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る79

）。

こ
れ
以
前
の
八
月
二
〇
日
の
『
ニ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
チ
ナ
』
は
、

こ
の
会
議
に
お
け
る
）
戦
後
の
計
画
と
政
治
的
な
議
論
に
ユ
ダ
ヤ
人
の

将
来
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
し
て
会
議
に
関
す
る
論
説
を
掲
載
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
会
議
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
①
戦
後
世
界
に
お
け
る
ユ

ダ
ヤ
人
の
諸
権
利
と
立
場
と
関
連
す
る
諸
問
題
を
検
討
し
、
行
動
を
促
す
、
②
パ
レ
ス
チ
ナ
と
結
び
つ
い
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
諸
権
利
の

実
現
を
目
指
す
た
め
の
す
べ
て
の
問
題
を
検
討
し
、
行
動
を
促
す
、
③
世
界
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
信
頼
に
値
す
る
代
表
と
協
力
し
な
が
ら
、
ア

メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
代
表
組
織
を
選
出
す
る80

）、
と
な
っ
て
お
り
、

ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
に
つ
い

て
は
明
示
的
に
言
及
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
鑑
み
れ
ば
、
八
月
二
六
日
の
草
案
の
承
認
は
、
シ
ル
バ
ー
が
緊
急
会
議
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
に
お
け
る
指
導

権
を
掌
握
し
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
「
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
」
を
明
確
に
掲

げ
る
決
議
が
、
非
シ
オ
ニ
ス
ト
の
事
前
の
同
意
な
く
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
に
至
る
趨
勢
を
示
し
て
い
た81

）。
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第
３
章

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
開
催
と
そ
の
後

第
１
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議

八
月
二
九
日
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
モ
ン
ス
キ
ー
は
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
と
委
任
統

治
の
実
現
を
要
求
し
、
ワ
イ
ズ
は
白
書
の
廃
止
と
い
う
点
に
集
中
し
た
。
こ
の
会
議
の
最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
主
権
を
要
求

し
な
い
と
い
う
暗
黙
の
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
印
象
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
プ
ロ
ス
カ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
不
可
分
の
一
部
と
な
る
に
至
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
自
由
を
賞
賛
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
と
語
り
、

団
結
の
た
め
に
会
議
は
彼
の
提
示
す
る
諸
原
則
を
破
棄
す
る
よ
う
な
要
求
を
行
わ
な
い
よ
う
主
張
し
た
。
そ
の
う
え
で
イ
シ
ュ
ー
ブ
を
賞
賛

し
、
大
量
の
移
民
を
支
持
す
る
一
文
を
加
え
た
。
会
議
の
初
日
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
救
済
と
い
う
問
題
に
議
論
を
終
始
さ
せ
て
い

た82
）。翌

日
、
本
会
議
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
パ
レ
ス
チ
ナ
の
将
来
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
非
シ
オ
ニ
ス
ト
が
ビ
ル
ト
モ
ア
宣
言

や
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
つ
い
て
言
及
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
シ
オ
ニ
ス
ト
側
は
、
ま
ず
議
長
が
ビ
ル
ト
モ
ア
宣
言
の
精
神
に
基

づ
く
決
議
の
採
択
を
主
張
す
る
ワ
イ
ズ
マ
ン
の
電
報
を
読
み
上
げ
た
。

そ
し
て
、
シ
ル
バ
ー
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
建
設
す
る
こ
と
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
と
高
ら
か
に
要
求
し
た
の

で
あ
る
。
彼
は
、

慈
善
と
静
か
な
外
交
の
壁
の
影
に
隠
れ
て
い
る
」
と
し
て
非
シ
オ
ニ
ス
ト
を
批
判
し
、
イ
シ
ュ
ー
ブ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
の

ユ
ダ
ヤ
共
同
体
）
が
重
大
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
は
、
難
民
の
た
め
に
シ
ェ
ル
タ
ー

を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
政
府
に
嘆
願
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
決
定
的
に
重
要
な
問
題
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ

ヤ
人
た
め
の
正
常
な
政
治
的
地
位
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
際
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
を
意
味
し
て
い
る
。
我
々
は
妥
協
し
な

（78-３- ）823 477
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い
」
と
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
非
シ
オ
ニ
ス
ト
へ
の
妥
協
と
い
う
犠
牲
を
払
っ
て
「
団
結
」
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
を
拒
絶

し
、
決
議
が
多
数
決
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。

カ
ウ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
シ
ル
バ
ー
の
カ
リ
ス
マ
的
な
姿
は
代
表
者
を
し
び
れ
さ
せ
、
彼
の
言
葉
は
派
閥
や
党
派
間
の
垣
根
を
無
効
に

し
」、
演
説
の
終
了
と
と
も
に
代
表
者
た
ち
は
自
発
的
熱
狂
的
に
「
ハ
テ
ィ
ク
バ
〔
希
望
の
意
。
の
ち
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
歌
と
な
る
〕」
を

唱
和
し
は
じ
め
た83

）。

非
シ
オ
ニ
ス
ト
の
改
革
派
は
シ
オ
ニ
ス
ト
に
非
シ
オ
ニ
ス
ト
の
感
情
や
原
則
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
プ
ロ
ス
カ
ー
は
信
託
統

治
と
い
う
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
案
に
対
す
る
国
務
省
の
支
持
を
持
ち
出
し
て
、
国
家
の
地
位
と
い
う
こ
と
に
強
く
反
対
し
た
。
し
か
し
シ
ル
バ
ー
は
他

の
改
革
派
非
シ
オ
ニ
ス
ト
の
取
り
込
み
に
成
功
し
て
彼
ら
と
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
の
同
盟
関
係
を
崩
し
、
彼
ら
の
意
向
を
汲
ん
で
合
衆
国
へ
の
忠
誠
を

誓
う
一
文
を
挿
入
し
た
う
え
で
、
先
の
草
案
に
い
く
つ
か
の
修
正
を
加
え
、
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
明
確
に
要
求
す
る
決
議
案
を
提

示
し
た84

）。

九
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
が
提
示
し
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
建
設
す
る
」

こ
と
を
掲
げ
る
決
議
を
、
た
っ
た
四
票
の
反
対
票
の
み
の
圧
倒
的
多
数
で
採
択
し
た
。
九
月
二
〇
日
の
『
ニ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
チ
ナ
』
の
編
集

記
は
「
…
…
シ
オ
ニ
ス
ト
に
対
す
る
感
情
の
流
れ
は
、
抵
抗
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
シ
オ
ニ
ス
ト
は
安
定
多
数
を
も
っ
て
、
威
厳
と
栄

誉
を
身
に
つ
け
た
。
…
…
（
演
説
を
行
う
な
ど
の
）
す
べ
て
の
機
会
が
〞
反
対
派
〝
に
も
与
え
ら
れ
た
が
、
彼
ら
は
片
手
で
数
え
ら
れ
る
だ

け
の
数
へ
と
減
少
し
て
い
た
」
と
会
議
を
評
し
、
カ
ウ
フ
マ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「

ア
メ
リ
カ
・
）
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
は
ビ
ル
ト
モ

ア
宣
言
を
承
認
し
た
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た85

）。
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第
２
節

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
の
孤
立

会
議
後
の
九
月
一
二
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
「
ア
メ
リ
カ
人
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ホ
ー
ム
建
設
支
援
を
継
続
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
こ
と
を
報
じ86

）、
ま
た
一
四
日
に
は
「
シ
オ
ニ

ス
ト
が
連
合
国
に
請
願
」
と
し
て
「
戦
後
、
ユ
ダ
ヤ
難
民
の
た
め
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
建
設
す
る
」
と
い
う
要

求
を
公
式
に
政
府
に
行
っ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
た87

）。
一
二
月
三
日
に
は
ワ
イ
ズ
が
下
院
に
対
し
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
要

求
し
た
こ
と
も
報
じ
て
い
た88

）。
こ
う
し
て
四
三
年
末
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
の
「
代
表
」

と
し
て89

）、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
建
設
す
る
」
こ
と
を
大
々
的
に
表
明
し
、
政
治
家
や
大
統
領
に
も
影
響
を
与
え

つ
つ
あ
っ
た
。

他
方
Ａ
Ｊ
Ｃ
は
、
そ
の
指
導
者
が
ま
ず
国
務
省
に
対
し
自
ら
は
会
議
の
決
議
に
共
鳴
し
て
い
な
い
と
釈
明
し
、
さ
ら
に
は
一
〇
月
四
日
に

は
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
か
ら
脱
会
す
る
こ
と
を
決
定
し
た90

）。
そ
れ
と
同
時
に
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
は
、
そ
れ
ま
で
の
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
方
針

を
転
換
し
て
草
の
根
レ
ベ
ル
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
を
試
み
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
大
衆
が
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
そ
の
政
策
を
支
持
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明

す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
立
場
や
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
ー
ム
へ
の
財
政
的
な
貢
献
を
強
調
す
る
た
め
に
広
報
活
動
を
行
っ

て
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
世
論
を
変
え
る
に
は
何
ら
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
勢
は
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ

人
会
議
の
パ
レ
ス
チ
ナ
決
議
を
支
持
し
て
お
り
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
脱
退
は
組
織
化
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
責
任
を
回
避
す
る
も
の

だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た91

）。

こ
う
し
た
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
動
向
を
察
し
た
シ
オ
ニ
ス
ト
緊
急
会
議
は
、
す
べ
て
の
シ
オ
ニ
ス
ト
や
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
提
携
し
て
い
る
諸
団
体
に
対
し
Ａ

Ｊ
Ｃ
と
の
関
係
を
断
つ
よ
う
要
求
し
、
ハ
ダ
サ
ー
を
初
め
多
く
の
団
体
が
そ
の
指
示
に
従
っ
て
脱
退
し
た92

）。
一
一
月
一
一
日
の
『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
は
、
ワ
イ
ズ
と
モ
ン
ス
キ
ー
が
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
委
員
会
を
「
破
壊
者
」
と
呼
ん
だ
こ
と
を
報
じ
た93

）。
さ
ら
に
、
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四
四
年
一
月
に
は
、
Ｚ
Ｏ
Ａ
が
Ａ
Ｊ
Ｃ
を
直
接
攻
撃
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
組
織
化
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
な
ど94

）、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ

ム
運
動
指
導
部
が
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
批
判
的
な
主
張
や
見
解
が
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
と
い
う
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
ア
ジ
ェ
ン

ダ
と
し
て
浮
上
し
え
な
い
よ
う
な
状
況
を
創
出
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
試
み
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
Ａ
Ｊ
Ｃ
を
孤
立
さ
せ
つ
つ
、
ナ
チ
に
よ
る
組
織
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
計
画
が
明
ら
か
に
な
り
そ
し
て
実
際
の
虐
殺
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
が
断
続
的
に
入
っ
て
く
る
な
か
で
、
ま
た
同
時
に
（
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
移
民
を
制
限
す
る
）

一
九
三
九
年
白
書
」
の

デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
の
一
九
四
四
年
三
月
三
一
日
を
控
え
て
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
戦
略
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
激
し
さ
を
増
し
、
そ

し
て
実
際
の
成
果
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た95

）。

一
九
四
四
年
一
月
二
七
日
に
は
二
人
の
下
院
議
員
が
「
ア
メ
リ
カ
が
〔
ユ
ダ
ヤ
人
の
〕
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
自
由
な
移
民
を
支
援
す
る
た
め

に
尽
力
す
べ
き
」

パ
レ
ス
チ
ナ
を
民
主
的
な
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
し
て
再
建
す
る
」
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
案
を
下
院
に
提

出
し
た
。
二
月
二
日
に
は
二
人
の
上
院
議
員
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
は
、
こ
の
迫
害
の
結
果h

o
m
eless

と
な
っ

た
数
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
」
と
し
て
、
同
様
の
案
を
上
院
に
提
出
し
た96

）。

三
月
九
日
に
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
全
国
会
議
」
の
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
八
六
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
一
四
三
名
の
代
表
、

七
〇
〇
名
の
ワ
シ
ン
ト
ン
有
力
者
や
政
府
高
官
が
参
加
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
代
表
者
や
Ｃ
Ｉ
Ｏ
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
な
ど
労
働
界
か
ら
の
代
表
も
出

席
し
て
い
た97

）。

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
国
務
省
と
国
防
省
の
親
シ
オ
ニ
ス
ト
的
な
議
会
決
議
へ
の
反
対
に
同
意
し
て
い
た
が
、
他
方
と
り
わ
け
大
統

領
選
の
年
に
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
感
情
を
刺
激
す
る
イ
シ
ュ
ー
へ
の
対
応
を
誤
る
こ
と
の
危
険
性
を
自
覚
し
て
も
い
た
。
そ
の
た
め
彼
は
三
月
九

日
ワ
イ
ズ
と
シ
ル
バ
ー
の
接
見
を
許
可
し
た
。
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
声
明
を
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
と
を

伝
え
た
の
に
対
し
、
大
統
領
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
窮
状
に
対
す
る
自
ら
の
深
い
共
感
を
示
す
声
明
を
発
表
す
る
こ
と
を
彼
ら
に
認
め
た
の
で
あ
る98

）。

し
か
し
、
そ
の
声
明
に
は
「
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
に
関
す
る
言
及
は
な
く
、
多
様
な
解
釈
の
余
地
を
残
す
曖
昧
な
も
の
に
と
ど
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ま
っ
て
い
た99

）。

こ
の
結
果
を
受
け
、
シ
オ
ニ
ス
ト
会
議
は
三
月
二
三
日
に
は
、
さ
ら
な
る
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
四
月
三
日
に
は
、
秋
の
大

統
領
選
を
見
据
え
た
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
対
す
る
政
府
の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
の
明
確
な
行
動
計
画
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は

「
緊
急
会
議
の
政
治
的
思
考
に
お
い
て
新
た
な
出
発
を
印
す
こ
と
と
」
な
り100

）、
五
月
に
は
実
際
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

先
の
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
す
る
決
議
案
は
、
軍
関
係
者
や
国
務
省
の
反
対
が
あ
り
棚
上
げ
さ
れ
て
い
た
が101

）、
ア
メ
リ

カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
者
は
、
民
主
党
、
共
和
党
の
選
挙
綱
領
に
（
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・
）
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
に
賛
同
す

る
項
目
を
含
ま
せ
る
た
め
の
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ
た102

）。
そ
の
結
果
、
ま
ず
共
和
党
が
先
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
へ
の
支
持
を
表
明
し
、
そ
し
て

政
権
党
で
あ
っ
た
民
主
党
も
「
無
制
限
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
移
民
と
植
民
の
た
め
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
門
戸
が
開
か
れ
、
そ
の
結
果
そ
こ
に
お
い

て
自
由
で
民
主
的
な
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
賛
同
す
る
」
と
い
う
項
目
を
そ
の
綱
領
に
組
み
入
れ
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
も
、
個
人
の
資
格
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
Ｚ
Ｏ
Ａ
の
大
会
に
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
自
由
で
民
主
的
な
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

の
建
設
を
ア
メ
リ
カ
国
民
は
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た103

）。

選
挙
も
近
づ
い
た
一
〇
月
一
〇
日
、
国
防
次
官
が
議
員
の
タ
フ
ト
に
対
し
「
軍
事
的
な
情
勢
が
改
善
し
て
い
る
た
め
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
つ

い
て
は
軍
事
的
な
考
慮
よ
り
政
治
的
な
考
慮
を
優
先
す
べ
き
」
と
提
案
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
度
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
い
て
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
関
す
る
決
議
問
題
が
浮
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
度
も
大
統
領
や
国
務
省
、
軍
関
係
者
の
反
対
も

あ
っ
て
、
結
局
一
二
月
の
第
二
週
に
議
会
は
こ
の
案
に
つ
い
て
の
議
決
を
再
度
延
期
す
る
こ
と
を
決
め
た104

）。
結
局
こ
の
段
階
で
は
、
議
会
が

ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
掲
げ
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
建
設
す
る
」
と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
公
式
に
支

持
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
つ
い
に
一
九
四
四
年
一
〇
月
一
五
日
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
を
支
持
す
る
こ
と
を
表
明
し
た105

）。

以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
つ
い
に
Ａ
Ｊ
Ｃ
も
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
再
選
決
定
後
の
一
一
月
六
日
、

シ
オ
ニ
ス
ト
と
非
シ
オ
ニ
ス
ト
の
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共
同
戦
線
を
組
む
」
と
い
う
政
策
へ
路
線
を
変
更
す
る
こ
と
を
公
表
す
る
に
至
り106

）、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
、
こ
の
時
点
に
お
い

て
つ
い
に
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
「
代
表
」
と
し
て
の
立
場
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
提
示
し
た

「
ユ
ダ
ヤ
難
民
の
た
め
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
建
設
す
る
」
と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
、
ア
メ
リ
カ
政
治
・
社
会
全
体

の
ア
リ
ー
ナ
で
も
「
自
明
性
」
を
帯
び
る
状
況
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
い
え
る
。

お

わ

り

に

一
九
四
三
年
の
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
で
「
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
」
支
持
が
決
議
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
で
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
主
導
権
を
掌
握
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
会
議
以
降
の
Ａ
Ｊ
Ｃ
の
孤
立
と
一
九
四

四
年
の
「
共
同
戦
線
」
声
明
の
公
表
に
よ
っ
て
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
従
来
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
へ
の
警
戒
や
反
対
が
強
か
っ

た
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
で
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
反
ユ
ダ
ヤ
政
策
に
よ
る
「
ユ
ダ
ヤ
難
民
問
題
」、
そ
し
て

「
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
計
画
の
存
在
と
実
行
」
の
公
表
、
さ
ら
に
は
英
米
政
府
の
ユ
ダ
ヤ
難
民
救
済
に
対
す
る
無
策
と
い
う
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ

て
あ
ま
り
に
も
絶
望
的
な
状
況
の
な
か
で
、

ユ
ダ
ヤ
人
救
済
の
た
め
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
し
か

な
い
」
と
す
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
主
張
が
説
得
力
を
も
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
議
員
や
大
統
領
も
含
め
て
「
ユ
ダ
ヤ
難
民
救

済
」
と
「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
建
設
」
を
リ
ン
ケ
ー
ジ
さ
せ
て
語
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
い
か
に
こ
の
時
期
の

ア
メ
リ
カ
社
会
で
こ
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
「
自
明
」
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
か
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
、
そ
の
極
限
と
し
て
の
ナ
チ
ス
の
反
ユ
ダ
ヤ
政
策
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
問
題
と
、
中
東

の
パ
レ
ス
チ
ナ
地
域
の
政
治
秩
序
を
い
か
に
し
て
形
成
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
別
の
問
題
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ア

メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
こ
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
「
自
明
化
」
し
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
は
絶
望
的
な
状
況
の
な
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か
、
修
正
主
義
派
の
活
動
な
ど
に
刺
激
を
受
け
、
そ
れ
ら
と
対
抗
し
な
が
ら
急
進
化
し
て
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
運
動
の
戦
略
の

「
成
功
」
を
意
味
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
の
存
在
を
前
提
と
し
た
う
え
で
パ
レ
ス

チ
ナ
に
お
い
て
ア
ラ
ブ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
が
共
存
可
能
な
政
治
秩
序
を
構
築
す
る
と
い
う
発
想
が
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
運
動
、
ア
メ
リ

カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
、
そ
し
て
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
社
会
か
ら
放
逐
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
表
裏
を
な
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
多

数
は
い
ま
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
家
族
、
親
族
、
友
人
を
も
ち
、
ま
た
端
的
に
「
ユ
ダ
ヤ
人
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
抹
殺
、
絶
滅
さ
せ
ら
れ
る

と
い
う
戦
慄
す
べ
き
事
態
の
な
か
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人
と
の
共
存
と
い
う
発
想
は
ナ
ン
セ
ン
ス
な
ま
で

に
ナ
イ
ー
ヴ
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
四
八
年
五
月
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
に
現

在
に
至
る
ま
で
多
大
な
暴
力
を
可
視
化
し
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人

問
題
が
中
東
の
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
へ
と
転
化
し
て
い
く
絶
望
的
な
ま
で
の
暴
力
連
鎖
の
構
造
を
考
え
る
際
、

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
人
の

パ
レ
ス
チ
ナ
以
外
へ
の
移
住
」
を
支
持
し
て
い
く
よ
う
な
圧
倒
的
な
趨
勢
と
な
っ
て
い
た
一
九
四
三
年
段
階
に
お
い
て
、

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル

ス
」
の
独
自
の
解
釈
に
よ
り
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
人
の
「
共
存
」
を
訴
え
か
け
た
ロ
ー
ゼ
ン
ブ
ラ
ッ
ド
と
い
う
人
物

の
在
り
方
に
わ
ず
か
な
光
を
み
い
だ
し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
ナ
チ
ス
の
よ
う
に
人
間
を
合
理
的
に
抹
殺
・
絶
滅
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
「
理
性
」
で
は
な
く
、
絶
望
的
な
状
況
に
お
い
て
も
他
者
と
の
「
共
存
」
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
常
に
具
体

的
に
現
状
を
分
析
・
思
考
し
新
た
な
政
治
秩
序
を
構
想
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
人
間
の
「
理
性
」
の
可
能
性
で
あ
る
。
彼
の
あ
り
方
は
一

九
四
三
年
段
階
に
お
い
て
は
「
敗
北
必
死
の
英
雄
的
行
為
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
局
面

で
先
の
見
え
な
い
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
て
い
る
現
在
、
参
照
す
べ
き
在
り
方
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

１
）

こ
の
場
合
、
ユ
ダ
ヤ
系
団
体
と
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
権
利
擁
護
や
慈
善
活
動
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
指
導
者
で
あ
る
ラ
ビ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
団
体
を
指
す
。
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こ
れ
に
対
し
シ
オ
ニ
ス
ト
系
団
体
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
ー
ム
建
設
を
唱
え
る
『
バ
ー
ゼ
ル
綱
領
』
の
実
現
を
目
指
す
目
的
で
設
立
さ
れ
た
団

体
を
指
す
。
実
際
に
は
、
双
方
の
団
体
の
指
導
部
の
メ
ン
バ
ー
は
重
複
し
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
団
体
設
立
の
目
的
に
従
っ
て
シ
オ
ニ
ス

ト
系
団
体
と
ユ
ダ
ヤ
系
団
体
と
を
区
別
す
る
。

２
）

こ
の
時
代
状
況
の
文
脈
で
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
と
は
、
実
際
に
は
お
お
よ
そ
「
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
」
を
指
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に

「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
の
多
義
的
性
と
利
用
し
て
独
自
の
解
釈
を
行
う
人
物
も
存
在
し
て
い
た
。

３
）

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
以
降
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
が
全
体
と
し
て
一
貫
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
積

極
的
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

４
）

ワ
イ
ズ
マ
ン
は
、
ロ
シ
ア
生
ま
れ
の
早
期
か
ら
の
シ
オ
ニ
ス
ト
で
、
一
九
〇
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
移
住
し
化
学
者
と
し
て
火
薬
の
原
料
と
な
る
ア
セ

ト
ン
開
発
に
携
わ
り
、
第
一
次
大
戦
中
の
イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
努
力
に
貢
献
し
た
。

５
）

ア
メ
リ
カ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
移
民
が
増
大
す
る
の
は
一
九
世
紀
半
ば
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
第
二
波
と
呼
ば
れ
る
移
民
の
多
く
は
ド
イ
ツ
系
で
あ
っ
た
。

こ
の
第
二
波
の
移
民
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
二
五
万
人
に
ま
で
上
昇
し
た
（
ラ
ビ
リ
ー
Ｊ
・
レ
ヴ
ィ
ン
ジ
ャ
ー

邦
高
忠
二

稲
田
武
彦

訳
『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
出
会
い
』
創
樹
社
、
一
九
九
七
年
、
一
四
五
｜
一
四
六
頁
）。
第
三
波
は
、
一
八
八
一
年
以
降
急
速
に
増
大
し
た

ロ
シ
ア
系
も
し
く
は
東
欧
系
と
称
さ
れ
る
、
ロ
シ
ア
と
そ
の
近
辺
か
ら
の
移
民
集
団
で
あ
る
。
こ
の
移
民
増
大
の
背
景
に
は
差
別
や
貧
困
を
底
流
に
、
こ

の
時
期
ロ
シ
ア
、
東
欧
で
頻
発
し
た
ポ
グ
ロ
ム
〔
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
〕
が
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
系
は
、
南
北
戦
争
と
そ
の
後
の
金
ピ
カ
時
代
の
な
か
で
、
商
人
と
し
て
各
地
に
分
散
し
、
一
八
八
〇
年
ま
で
に
は
急
速
に
経
済
的
・
社
会
的
上

昇
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
改
革
派
の
著
名
な
指
導
者
で
あ
っ
た
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
メ
イ
ヤ
ー
・
ワ
イ
ズ
（Issa

c
 

M
a
y
er W

ise:
1819

1900

年
）
が
「
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
自
由
に
生
ま
れ
た
人
間
と
し
て
誇
り
高
き
自
意
識
を
得
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
な
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
」

我
々
は
、
単
に
ア
メ
リ
カ
国
民
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
外
に
お
い
て
、
完
全
無
欠
な
ア
メ
リ
カ
人
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
自
覚
」
を
高
め
、
ア
メ
リ
カ
へ
同
化
す
る
こ
と
を
追
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
一
九
世
紀
末

に
移
民
し
て
き
た
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
多
く
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
初
め
と
す
る
大
都
市
に
居
住
し
、
衣
服
の
仕
立
人
や
靴
の
職
人
な
ど
の
労
働
者
と
し

て
過
密
な
状
況
で
生
活
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
自
ら
を
「
ユ
ダ
ヤ
民
族
」
と
み
な
し
「
シ
オ
ン
へ
の
帰
還
」
を
志
向
す
る
傾
向
も
強
く
残
し
て
い
た
の
で

あ
る
（
同
上
、
二
三
三
〜
二
三
四
頁
）。

６
）

良
本
英
佑

“P
reparation

 
for th

e B
iltom

ore C
on
feren

ce
”

『
法
政
大
学
多
摩
論
集
』

第
一
〇
巻
、
一
九
九
四
年
、
六
四
頁
。

７
）

修
正
主
義
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
は
、
ヤ
ボ
テ
ン
ス
キ
ー
（V

la
d
im
ir Z

e’ev
 
Ja
b
o
tin
sk
y

）
の
指
導
力
、
影
響
力
に
よ
り
シ
オ
ニ
ス
ト
右
翼
勢
力
と
し

て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
実
現
の
た
め
に
戦
闘
的
な
超
民
族
主
義
的
な
活
動
を
主
張
。
一
九
二
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
パ
レ
ス
チ
ナ
委

任
統
治
領
域
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ル
ダ
ン
を
分
離
し
た
こ
と
反
対
し
、

大
イ
ス
ラ
エ
ル
（
ヨ
ル
ダ
ン
川
両
岸
を
含
む
領
土
）」
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
建

（法政研究78-３- ）484 830
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設
を
主
張
す
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
早
急
な
移
民
を
主
張
し
、
三
〇
年
代
後
半
に
は
非
合
法
移
民
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
影
響
下
に
あ
る
組
織
（
い
わ
ゆ

る
バ
ー
グ
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
）
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
九
四
一
年
に
「
ユ
ダ
ヤ
軍
創
設
」、
一
九
四
三
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
パ
レ
ス
チ

ナ
へ
の
移
民
を
唱
え
る
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。

８
）

例
え
ば
六
月
一
日
の
『
シ
ア
ト
ル
・
タ
イ
ム
ズ
』

殺
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
総
計
は
二
〇
万
人
」、
六
月
二
日
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
も
「
ナ
チ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド

と
バ
ル
カ
ン
諸
国
で
二
〇
万
人
虐
殺
し
た
」
こ
と
を
報
告
し
た
（D

a
v
id
 
S
.
W
y
m
a
n
,
T
h
e A

ban
d
on
m
en
t of

 
th
e Jew

s:
A
m
erica

 
an
d
 
th
e

 
H
olocau

st,
N
ew
 
Y
o
rk
,
T
h
e N

ew
 
P
ress,

1984,
p
.22

）。

９
）

ブ
ン
ト
と
は
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
「
リ
ト
ア
ニ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
シ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
人
労
働
者
総
同
盟
」
の
略
称
。

10
）

W
y
m
a
n
,
op.cit.,

p
.22

11
）

世
界
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
（T

h
e W

o
rld Jew

ish C
o
n
g
ress

）
と
は
、
世
界
に
向
け
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
利
害
を
表
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
的
な

組
織
で
あ
り
、
一
九
三
六
年
に
ナ
チ
の
反
ユ
ダ
ヤ
政
策
に
対
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
を
団
結
し
世
界
を
動
員
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

12
）

W
y
m
a
n
,
op.cit.,

p
.23.

13
）

T
h
e N

ew
 
Y
ork T

im
es
,
7 /18 /1942.

14
）

M
o
n
ty N

o
a
m
 
P
en
k
o
w
er,

“B
en
-G
u
rio
n
,
S
ilv
er,

a
n
d 1941 U

P
A
 
N
a
tio
n
a
l C
o
n
feren

ce”,A
m
erican Jew

ish H
istory

,v
o
l.69,S

ep
.,

1979,
p
.360.

15
）

改
革
派
の
ラ
ビ
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
運
動
の
主
要
な
指
導
者
の
一
人
。
比
較
的
穏
健
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

16
）

Jew
ish V

irtu
a
l L
ib
ra
ry
,
A
 
D
iv
isio

n o
f A

m
erica

n T
h
e A

m
erica

n
-Isra

el C
o
o
p
era

tiv
e E

n
terp

rise,

h
ttp
: //w

w
w
.jew

ish
v
irtu

a
llib

ra
ry
.o
rg
/jso

u
rce /H

o
lo
ca
u
st /R

ieg
n
er.h

tm
l

（
元
の
情
報
は
エ
ル
サ
レ
ム
に
あ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
博
物
館
で
あ

る
ヤ
ド
・
バ
シ
ェ
ム
と
サ
イ
モ
ン
・
ワ
イ
ゼ
ン
タ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
）。

17
）

B
erm

a
n
,
A
a
ro
n
,
N
atizm

 
th
e Jew

s an
d
 
A
m
erican

 
Z
ion

ism
:
1
9
3
3
4
8
,
D
etro

it,
W
a
y
n
e S

ta
te U

n
iv
ersity P

ress,
1990,

p
.100.

18
）

T
h
o
m
a
s K

o
lsk
y
,
Jew

s again
st Z

ion
ism

:
T
h
e A

m
erican C

ou
n
cil for Ju

d
aism

,
1
9
4
2
1
9
4
8
,
P
h
ila
d
elp
h
ia
,T
em
p
le U

n
iv
ersity

 
P
ress,

1990,
p
p
.28

30.

19
）

Ib
id
.,
p
p
.30.

20
）

シ
ル
バ
ー
は
リ
ト
ア
ニ
ア
生
ま
れ
で
、
ユ
ダ
ヤ
的
伝
統
の
濃
い
家
庭
で
育
っ
て
い
た
。

21
）

K
o
lsk
y
,
op.cit.,

p
p
.34

35.

22
）

ユ
ダ
ヤ
軍
創
設
は
、
第
二
次
大
戦
期
に
お
け
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
主
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

23
）

K
o
lsk
y
,
op.cit.,

p
.42.
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24
）

Ib
id
.,
p
p
.44

46.

25
）

Ib
id
..,
p
.54

26
）

Ib
id
.,
p
.61.

27
）

R
a
fa
el M

ed
o
ff,

M
ilitan

t Z
ion

ism
 
in
 
A
m
erica:

T
h
e R

ise an
d
 
Im
pact of th

e Jabotin
sky

 
M
ovem

en
t in

 
th
e U

n
ited

 
S
tates,

1
9
2
6
1
9
4
8
,
T
u
sca

lo
o
sa
,
T
h
e U

n
iv
ersity o

f A
la
b
a
m
a P

ress,
2002,

p
.83.

28
）

Ib
id
.,
p
.82.

29
）

そ
の
た
め
四
一
年
以
降
、
ワ
イ
ズ
マ
ン
、
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
は
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
の
接
触
し
協
点
を
探
る
試
み
を
行
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
ビ
ル
ト
モ
ア
宣

言
を
め
ぐ
っ
て
の
交
渉
の
主
導
権
は
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
が
握
っ
て
い
た
。
し
か
し
４
月
末
に
Ａ
Ｊ
Ｃ
側
か
ら
送
ら
れ
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ
以
外
で
の
ユ
ダ

ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
宗
教
的
文
化
的
遺
産
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
国
民
国
家
の
市
民
を
統
合
す
る
政
治
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
区
別
さ
れ
る

べ
き
」
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
草
案
を
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
は
拒
否
し
、
合
意
形
成
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
ビ
ル
ト
モ
ア
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
（M

en
a
h
em
 
K
a
u
fm
a
n
,
A
n A

m
bigu

ou
s P

artn
ersh

ip:
N
on Z

ion
ist an

d Z
ion

ist in A
m
erica,

1
9
3
9
4
8
,
Ju
ersa

lem
,
T
h
e M

a
g
n
es

 
P
ress,

1991,
p
p
.75

85

）。

30
）

Ib
id
.,
p
.86.

こ
の
書
簡
は
、
公
式
に
伝
え
ら
れ
る
前
に
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
に
見
せ
ら
れ
た
が
、
彼
が
交
渉
を
阻
害
す
る
主
張
し
た
た
め
公
式
に
送

ら
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
自
体
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
目
標
に
対
す
る
全
面
的
な
同
意
を
Ａ
Ｊ
Ｃ
に
求
め
て
い
た
の
で
は
な
く
、
具
体

的
な
行
動
指
針
の
合
意
達
成
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
の
書
簡
が
事
前
に
ヴ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
に
み
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
差
し
当
た
っ
て
ビ
ル
ト
モ
ア
宣
言

に
Ａ
Ｊ
Ｃ
側
が
い
か
な
る
反
応
を
示
す
の
か
と
確
認
し
、
妥
協
点
を
は
か
る
「
観
測
球
」
的
な
試
み
だ
っ
た
と
い
え
る
（Ib

id
.,
p
p
.86

87

）。

31
）

Ib
id
.,
p
.88.

32
）

ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン
は
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
の
交
渉
が
難
航
し
て
い
た
一
月
に
、

…
…
我
々
は
我
々
の
提
案
を
（
Ａ
Ｊ
Ｃ
）
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
れ
は
疑
い
も
な
く
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
団
結
に
向
け
た
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
Ａ
Ｊ
Ｃ
に
最
低
限
ラ
イ
ン
で
も
シ
オ

ニ
ス
ト
側
の
主
張
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の
主
張
が
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
を
「
代
表
」
す
る
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
と
い
え
る
（Ib

id
.,
p
.80

）。

33
）

Ib
id
.,
p
p
.89

90.

34
）

Ib
id
.,
p
p
.92

93.

35
）

T
h
e N

ew
Y
ork

 
T
im
es
,
12 /5 /1942.

ま
た
一
二
月
九
日
に
は
、

大
統
領
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
公
約
と
繰
り
返
す
」

彼
は
人
種
に
対
す
る
枢

軸
国
軍
の
罪
を
担
わ
せ
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行
う
」
と
述
べ
た
（T

h
e N

ew
Y
ork T

im
es
,
12 /9 /1942

）。

36
）

例
え
ば
「
い
ま
だ
恐
れ
と
い
う
幽
霊
に
取
り
付
か
れ
、
自
ら
の
安
全
に
し
か
関
心
が
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
故
国
喪
失
状
態
を
強
調
す
る
い
か
な
る
運

（法政研究78-３- ）486 832
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動
を
も
恐
れ
、
彼
ら
は
利
己
的
と
い
う
名
の
祭
壇
の
前
で
人
権
を
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
将
来
と
安
全
を
喜
ん
で
犠
牲
に
し
て
い
る
」

ユ

ダ
ヤ
人
の
生
命
を
救
う
唯
一
の
計
画
に
対
す
る
狂
気
じ
み
た
反
対
を
や
め
ろ
」

N
ew
 
P
alestin

e
,
12 /18 /1942

）。

37
）

例
え
ば
実
際
に
一
九
四
三
年
一
月
二
五
日
に
Ａ
Ｃ
Ｊ
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
ラ
ザ
ロ
ン
（M

o
rris L

a
za
ro
n
:
1888

1979

）
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
民

主
主
義
と
太
平
洋
憲
章
を
侵
犯
し
て
い
る
と
非
難
し
て
い
た
（K

o
lsk
y
,
op.cit.,

p
.64,

）。

38
）

実
際
、
国
務
省
は
非
公
式
に
反
シ
オ
ニ
ス
ト
勢
力
を
支
持
し
て
い
た
（Ib
id
.,
p
.43

）。

39
）

ブ
ナ
イ
・
ブ
リ
ス
自
体
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
団
体
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
権
利
保
護
や
地
位
向
上
や
慈
善
な
ど
を
行
な
う
も
の
で
あ
っ
た

が
、
モ
ン
ス
キ
ー
は
シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
シ
オ
ニ
ス
ト
と
Ａ
Ｊ
Ｃ
と
の
長
引
く
交
渉
に
憤
っ
て
お
り
、
四
二
年
六
月
に
ま
ず
ワ
イ
ズ
マ
ン
と
、
そ
の
後

他
の
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
者
と
会
合
と
行
な
い
、
そ
の
な
か
で
ユ
ダ
ヤ
人
系
団
体
の
全
国
組
織
に
よ
る
予
備
的
な
会
議
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る

こ
と
に
合
意
し
て
い
た
（S

a
m
u
el H

a
lp
erin

,
T
h
e P

olitical
 
W
orld

 
of A

m
erican

 
Z
ion

ism
,
D
etro

it,
W
a
y
n
e S

ta
te U

n
iv
ersity P

ress,

1961,
p
.223

）。

40
）

B
erm

a
n
,
op.cit.,

p
p
.108

109.

41
）

H
a
lp
erin

,
op.cit.,

p
.223.

42
）

B
erm

a
n
,
op.cit.,

p
.109.

43
）

K
o
lsk
y
,
op.cit.,

p
p
.122

126.

44
）

H
a
lp
erin

,
op.cit,

p
p
.127

128.

45
）

K
a
u
fm
a
n
,
op.cit.,p

p
.122

126.

46
）

K
o
lsk
y
,
op.cit.,

p
p
.63

64.

47
）

プ
ロ
ス
カ
ー
は
、
総
裁
就
任
時
に
、
連
合
国
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
際
的
信
託
統
治
へ
の
支
持
、
戦
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
復
興
問
題
の
解
決
と
し
て
パ

レ
ス
チ
ナ
の
み
に
期
待
で
き
な
い
こ
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
恒
久
的
な
政
治
機
構
に
つ
い
て
は
意
見
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
内
容
と
す
る

指
針
を
Ａ
Ｊ
Ｃ
が
採
択
す
る
こ
と
を
総
裁
就
任
の
条
件
と
し
て
い
た
（Ib

id
.,
p
.66

）。

48
）

K
o
lsk
y
,
op.cit.,

p
.66.

49
）

N
ew
 
P
alestin

e,
1 /8 /1943.

50
）

N
ew
 
P
alestin

e
,
2 /5 /1943.

51
）

N
ew
 
P
alestin

e
,
2 /19 /1943.

52
）

B
erm

a
n
,
op.cit.,

p
.141.

53
）

R
a
fa
el M

ed
o
ff,

A
m
erican

 
Z
ion

ist L
ead

ers an
d
 
th
e P

alestin
ian
 
A
rabs,

1
8
9
8
1
9
4
8
(P
h
.D
.),
Y
esh

iv
a U

n
iv
ersity

,
1991,

p
p
.
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240
241.

54
）

R
a
fa
el M

ed
o
ff,
Z
ion

ism
 
an
d T

h
e A

rabs:
A
n A

m
erican Jew

ish D
ilen

m
m
a,
1
8
9
8
1
9
4
8
,
W
estp

o
rt,
P
ra
eg
er P

u
b
lish

er,
1997,

p
p
.101

107.
55
）

N
ew
 
P
alestin

e
,
3 /5 /1943.

56
）

N
ew
 
P
alestin

e
,
3 /19 /1943.

57
）

T
h
e N

ew
 
Y
ork T

im
es 3 /21 /1943;

3 /22 /1943;
3 /24 /1943;

4 /1 /1943.

58
）

T
h
e N

ew
 
Y
ork T

im
es,

3 /31 /1943.

59
）

(ed
.)
D
a
v
id S

.W
y
m
a
n
,
T
h
e M

ock R
escu

e C
on
feren

ce:
B
erm

u
d
a,
A
m
erican an

d th
e H

olocau
st V

ol.3
,
N
ew
 
Y
o
rk
&
L
o
n
d
o
n
,

G
a
rla
m
d P

u
b
lish

in
g
,
1990,

p
p
.38

52.

60
）

こ
の
よ
う
な
内
容
の
書
簡
は
一
九
四
三
年
以
降
頻
繁
に
み
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
一
九
四
三
年
一
月
二
日
に
エ
ジ
プ
ト
首
相
の
ハ
サ
ン
（H

a
ssa

n

）

は
国
務
省
宛
て
の
書
簡
の
な
か
で
「
…
…
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
シ
オ
ニ
ス
ト
の
宣
伝
工
作
の
成
功
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
が
ア
ラ
ブ
を
犠
牲
に
し
て
ユ

ダ
ヤ
人
を
援
助
（fa

v
o
r

）
し
て
い
る
と
い
う
誤
っ
た
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
」
と
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
宣
伝
の
結
果
と
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
が
親
シ
オ
ニ

ス
ト
的
な
政
策
を
と
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
（H

isto
rica

l O
ffice,

B
u
rea

u o
f P

u
b
lic A

ffa
irs,

F
oreign

 
R
elation

s of
 

U
n
ited

 
S
tates

(F
R
U
S
):
D
iplom

atic P
apers,

1
9
4
3
,
V
ol.IV

:
T
h
e N

ear E
ast an

d
 
A
frica

,
W
a
sin
g
to
n D

.C
.,
G
o
v
ern

m
en
t P

rin
tin
g

 
O
ffice,

1964,
p
.753.

）。

61
）

こ
の
ホ
ス
キ
ン
ズ
中
佐
は
近
東
に
お
い
て
存
在
す
る
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
好
意
を
利
用
し
て
連
合
国
の
大
目
的
を
支
援
す
る
た
め
に
近
東
に
派
遣
さ

れ
て
い
た
。

62
）

1943.5.7.
F
R
U
S
,
1943.

V
o
l.IV

 
p
p
.
781

785.

63
）

B
a
rry R

u
b
in
,
T
h
e G

reat P
ow
ers in

 
th
e M

id
d
le E

ast 1
9
4
1
1
9
4
7
:
T
h
e R

oad
 
to th

e C
old

 
W
ar
,
F
ra
n
k C

a
ss,

1980,
p
.18

64
）

B
erm

a
n
,
op.cit.,

p
p
.104

105.

65
）

(ed
.)
D
a
v
id S

.W
y
m
a
n
,
A
m
erican

 
Jew

ish
 
D
isu
n
ity,

A
m
erica an

d
 
th
e H

olocau
st:

V
ol.

5
,
N
ew
 
Y
o
rk

&
L
o
n
d
o
n
,
G
a
rla
m
d

 
P
u
b
lish

in
g
,
1990,

p
p
.258

66
）

M
ed
o
ff

﹇2002

﹈,op.cit.,
p
.87.

67
）

B
erm

a
n
,
op.cit.,

p
p
.105

106.

68
）

Ib
id
.,
p
p
.105

106.

69
）

(ed
.)
D
a
v
id S

.W
y
m
a
n

﹇1990

﹈,V
o
l.5,

p
p
.v
-v
i.

以
上
に
関
連
す
る
書
簡
、
広
告
は
同
上
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
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70
）

M
ed
o
ff

﹇2002

﹈,op.cit.,
p
.
95.

71
）

K
a
u
fm
a
n
,
op.cit.,

p
.133.

72
）

Ib
id
.,
p
.134.

73
）

(ed
.)
D
a
v
id S

.W
y
m
a
n

﹇1990

﹈,V
o
l.5,

p
.v
ii.

74
）

二
つ
の
自
由
」
を
提
示
し
た
政
治
哲
学
者
で
あ
る
が
、
第
二
次
大
戦
中
は
英
外
務
省
に
勤
務
し
て
い
た
。
彼
の
こ
の
時
期
の
詳
し
い
活
動
に
つ
い

て
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
著

石
塚
雅
彦
・
藤
田
雄
三
訳
『
ア
イ
ザ
イ
ヤ
・
バ
ー
リ
ン
』

み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
の
こ
と
。

75
）

D
a
v
id H

.
S
h
a
p
iro
,
F
rom

 
P
h
ilan

th
ropy to A

ctivism
:
T
h
e P

olitical T
ran

sform
ation

 
of A

m
erican

 
Z
ion

ism
 
in
 
th
e H

olocau
st

 
Y
ears 1

9
3
3
1
9
4
5
,
O
x
fo
rd
,
P
erg

m
a
n P

ress,
1994t,

p
p
.139

141.

76
）

Ib
id
.,
p
p
.
139

141

77
）

Ib
id
.,
p
p
.
139

141

78
）

シ
ル
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
を
「
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
た
め
の
我
々
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
我
々
の
名
前
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ

カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
名
の
下
で
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
（W

y
m
a
n

﹇1984

﹈,op.cit.,
p
.170

）、
彼
が
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議
を

「
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
建
設
が
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
統
一
的
」

代
表
的
」
目
標
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
戦
略
的
土
台
を
提
供
す
る

も
の
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

79
）

K
a
u
fm
a
n
,
op.cit.,

p
p
.136

137.

80
）

N
ew
 
P
alestin

e
,
8 /20 /1943.

81
）

カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ル
ペ
リ
ン
が
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
要
求
に
つ
い
て
、
シ
オ
ニ
ス
ト
側
が
譲
歩
す
る
と
い
う
妥
協
が
背
後

で
機
能
し
て
お
り
、
非
シ
オ
ニ
ス
ト
が
無
制
限
の
移
民
を
支
持
し
、
シ
ル
バ
ー
の
演
説
が
計
画
を
覆
し
た
と
す
る
言
及
を
疑
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

（K
a
u
fm
a
n
,
op.cit.,

p
.137

）。
バ
ー
マ
ン
も
こ
の
会
議
に
お
い
て
シ
オ
ニ
ス
ト
が
Ａ
Ｊ
Ｃ
に
譲
歩
し
て
ビ
ル
ト
モ
ア
綱
領
を
取
り
上
げ
な
い
こ
と
を
前

提
に
、
壇
上
に
立
つ
予
定
の
な
か
っ
た
シ
ル
バ
ー
が
壇
上
に
あ
が
り
演
説
を
行
な
っ
た
と
し
て
い
る
（B

erm
a
n
,
op.cit.,

p
.112

）。
し
か
し
、
バ
ー
マ

ン
が
参
照
し
て
い
る
の
が
ハ
ル
プ
リ
ン
で
あ
り
、
出
版
の
時
期
や
資
料
を
鑑
み
れ
ば
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
理
解
の
方
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

82
）

K
a
u
fm
a
n
,
op.cit.,

p
.137

138.

83
）

Ib
id
.,
p
.139.

84
）

Ib
id
.,
p
p
.140

144.

85
）

Ib
id
.,
p
.144.

86
）

T
h
e N

ew
Y
ork T

im
es
,
9 /12 /1943.
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87
）

T
h
e N

ew
Y
ork T

im
es
,
9 /14 /1943.

88
）

T
h
e N

ew
Y
ork T

im
es
,
12 /3 /1943.

89
）

例
え
ば
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
シ
オ
ニ
ス
ト
指
導
者
は
、
Ａ
Ｃ
Ｊ
の
公
聴
会
に
お
け
る
反
シ
オ
ニ
ス
ト
的
な
証
言
に
対
し
、

ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
会
議

で
表
明
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
支
持
す
る
二
五
〇
万
人
の
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
声
に
対
し
、
た
か
だ
か
二
五
〇
〇
人
の

ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
試
み
に
過
ぎ
な
い
」
と
軽
く
退
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（S

a
m
u
el H

a
lp
rin
,
op.cit.,

p
.248

）。

90
）

K
a
u
fm
a
n
,
op.cit.,

p
p
.146
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メ
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・
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去
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こ
と
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す
る
権
限
を
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々
に
与
え
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ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
九
三
九
年
白
書
を

一
度
た
り
と
も
承
認
し
た
こ
と
は
な
い
。
大
統
領
は
現
在
に
お
い
て
は
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レ
ス
チ
ナ
の
門
戸
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ユ
ダ
ヤ
難
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に
対
し
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開
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れ
、
将
来
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の
決
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が
な
さ
れ
る
と
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に
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ダ
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・
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ョ
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ル
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ー
ム
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む
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々
に
対
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が
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れ
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と
を
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し
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府
と
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カ
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は
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に
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を
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を
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数
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ダ
ヤ
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民
の
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劇
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